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有料観覧席・協賛者席以外の席取りについて
8月20日（木）午後3時から可能です。ただし、午後3時前に場所取りしたものについては、撤去させ 
ていただきます。 

昨年の石和温泉花火大会 

みんなでまつりを楽しもう！ 

色とりどりの打ち上げ花火が夜空を彩ります。

本部

有 料 観 覧 席（A～Q）

市役所南館
（旧峡東病院）

一般用トイレ

一般用トイレ

市役所本庁

協　賛　者　席

一般用
トイレ

一般用トイレ

QPONMLKJIHGFEDCBA

花火打上場所

一般観覧席一般観覧席

■問合せ先　笛吹市観光物産連盟（市観光商工課内）　☎055（261）2829

会場案内図

笛
吹
川
石
和
鵜
飼
 

■
日
時

8
月
19
日（
水
）ま
で
 

（
期
間
中
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
） 

午
後
8
時
〜
8
時
50
分
 

■
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
 

※
水
量
に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

観
光
振
興
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 石
和
温
泉
連
夜
花
火
 

■
日
時
　
8
月
31
日（
月
）ま
で
 

午
後
8
時
50
分
〜
9
時
 

※
雨
天
の
場
合
中
止
あ
り
 

■
場
所
　
市
役
所
前
笛
吹
川
河
川
敷
 

■
問
合
せ
先

石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）3
6
2
6
 

甲
斐
い
ち
の
み
や
大
文
字
焼
き
 

■
日
時
　
8
月
16
日（
日
） 

午
後
4
時
30
分
　
ス
タ
ー
ト
 

　
午
後
8
時
　
大
文
字
焼
き
点
火
 

※
少
雨
決
行
・
荒
天
順
延
 

■
場
所

・
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
前
駐
車
場
（
イ
ベ
ン
ト
）
 

・
大
久
保
山
（
大
文
字
焼
き
）
 

■
内
容
 

花
火
2
0
0
0
発
、
Y
e
s
！
プ
リ

キ
ュ
ア
５
○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

「
ユ
リ
カ
」・「
ス
テ
ィ
ル
イ
チ
ミ
ヤ
」

ラ
イ
ブ
、
桃
源
太
鼓
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
大
縁
日
な
ど
 

※
大
文
字
焼
き
点
灯
期
間
 

8
月
13
日（
木
）〜
15
日（
土
） 

午
後
7
時
〜
10
時
 

■
問
合
せ
先

市
一
宮
支
所
 

☎
0
5
5
３（
4
7
）1
1
1
1
 

二
十
日
祭
歩
行
者
天
国
 

■
日
時
　
8
月
20
日（
木
） 

午
後
7
時
〜
10
時（
交
通
規
制
） 

※
雨
天
決
行
 

■
場
所
　
石
和
町
市
部
通
り
 

■
問
合
せ
先

笛
吹
市
商
工
会
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
8
1
1
 

み
さ
か
納
涼
ま
つ
り
 

■
日
時
　

8
月
8
日（
土
）午
後
7
時
か
ら
 

※
少
雨
決
行
・
雨
天
順
延
 

■
場
所
　
御
坂
西
小
学
校
校
庭
 

■
内
容
 

御
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
天
雷

太
鼓
演
奏
、
露
天
商
な
ど
 

■
問
合
せ
先
　

市
御
坂
支
所
 

☎
0
5
5（
2
6
２
）２
２
７
１
 

若
彦
路
ふ
る
さ
と
納
涼
祭
り
 

■
日
時
　

8
月
15
日（
土
）午
後
6
時
〜
9
時
 

※
雨
天
中
止
 

■
場
所
　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場
 

■
内
容
 

ち
び
っ
こ
ゲ
ー
ム
、
す
い
れ
き
太
鼓

演
奏
、
軽
音
楽
部
演
奏
、
民
謡
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
、
露
天
商
な

ど
 

■
問
合
せ
先

市
八
代
支
所
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）2
1
1
1

春
日
居
納
涼
盆
お
ど
り
大
会

■
日
時

8
月
15
日（
土
） 

午
後
7
時
〜
9
時
20
分
 

※
雨
天
中
止

■
場
所
　
春
日
居
小
学
校
校
庭
 

■
内
容
 

盆
踊
り
大
会
、保
育
園
児
太
鼓
演
奏
、

中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
露
天
商
な
ど
 

※
笈
形
焼
き
点
灯
期
間
 

8
月
13
日（
木
）〜
16
日（
日
） 

　
午
後
7
時
〜
10
時
 

■
問
合
せ
先

市
春
日
居
支
所
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）3
1
1
1
 

芦
川
納
涼
の
夕
べ

■
日
時
　
8
月
14
日（
金
） 

午
後
7
時
30
分
か
ら
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
8
月
15
日
 

■
場
所
　
芦
川
小
中
学
校
校
庭
 

■
内
容
 

お
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
・
か
き
氷
の
無
料
配
布
な
ど
 

■
問
合
せ
先

市
芦
川
支
所
 

☎
0
5
5（
2
9
8
）2
1
1
1

坊
ヶ
峯
ふ
る
さ
と
祭
り
 

■
日
時

8
月
15
日（
土
）午
後
5
時
〜
9
時
 

■
場
所
 

境
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
体
育
館
 

■
内
容
 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
甲
州
境
川
太
鼓
、

花
火
、
露
天
商
な
ど
 

■
問
合
せ
先
　

市
境
川
支
所
 

☎
0
5
5（
2
6
６
）2
1
1
1
 

各
種
イ
ベ
ン
ト
は
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る

内
容
で
す
の
で
、
今
後
各
地
域
の
実
行
委

員
会
で
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

■日時　8月21日（金）午後7時30分から　※荒天順延　■場所　市役所前笛吹川河川敷 

C
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観光振興ビジョン策定市民ヒアリング　参加者募集 
 

市民の皆さんの意見や提案を盛り込んだ観光振興ビジョンを作り上げるため、市民ヒアリング
への参加者を募集します。観光振興ビジョンは、市の基幹産業である観光によるまちづくりの指
針となるものです。 

 

■応募資格　○市内在住で観光に関心のある20歳以上の方　 

　　　　　　○継続してヒアリングに参加できる方 

　　　　　　○応募日現在、笛吹市のほかの審議会などの公募委員ではない方 

　　　　　　○議員や公務員ではない方 

■募集人員　10人程度（応募多数の場合は選考させていただきます） 

■任　　期　平成21年8月下旬～平成22年3月（予定） 

※期間中、3回程度の開催を予定しています。 

■応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、「笛吹市の観光」についての意見（800字程度、

様式自由）を添えて、郵送、持参、ファックスでご応募ください。 

応募用紙をご希望の方は、お問い合わせください。 

■募集期間　8月5日（水）～20日（木）（当日消印有効） 

■応募・問合せ先　〒406-8510　笛吹市石和町市部777 

　　　　　　　　笛吹市役所　産業観光部　観光商工課　観光企画担当 

　　　　　　　　☎055（262）4111　FAX 055（262）8507

配偶者から暴力被害を受けていて、配偶者と別居中のために、定額給付金や子育て応援特別手当
を受給できないDV被害者に対し、生活支援・子育て支援として、定額給付金、子育て応援特別手当
と同額の生活支援金を支給します。 

 
■対　象　①定額給付金相当額の支給対象者（次のすべての要件を満たす方） 
　　　　　・基準日（平成21年2月1日）から支援金の申請日まで継続して笛吹市に居住しており、

　　　　　さらに、住民票と異なる場所に居住していることが確認できること 
　　　　　・基準日以前において、警察署、県、市などの公的相談機関においてDV被害を相談し、

　　　　　または、保護を受けていたことなどについて確認できること 
　　　　　・定額給付金および子育て応援特別手当を受給していないこと 
　　　　　②子育て応援特別手当相当額の支給対象者 
　　　　　　①の要件すべてを満たす方のうち、子育て応援特別手当の対象となるお子さんを看護する方 

■支給額　①定額給付金相当額　　　　　　該当者1人につき12,000円 
　　　　　　　　　　　　　　ただし、65歳以上および18歳以下の該当者は20,000円 

②子育て応援特別手当相当額　　該当者1人につき36,000円 
 

■問合せ先　・定額給付金について 総務部　総務課　総務担当 ☎055（262）4111 
　　　　　　・子育て応援特別手当について 保健福祉部　児童課　児童家庭担当 ☎055（261）1904

市では、「定額給付金」の申請受け付けを

行っています。 

6月中旬までに、市内支給対象世帯のうちの

約93パーセント、25,000世帯に対して給付金を

支払い済みとなり、支払合計金額は約11億700

万円となっています。 

また、現在、約1,700世帯が未申請の状況で 

す。申請受付期間は、9月9日までですので、

お忘れにならないうちに申請されることをお

すすめします。 

※申請書が届いていない場合には、お問い合

わせください。 

　市では、「子育て応援特別手当」の申請手

続きの受け付けを行っています。 

　まだ、申請手続きを済まされていない世帯

の方は、お早めに手続きをお願いします。 

 

※申請書が、お手元に届いていない場合には、

お問い合わせください。また、期限までに

申請されなかった場合は、手当を辞退した

ものとみなされますので、ご注意ください。 

 

 

 

市
で
は
、
法
律
に
基
づ
き
、
農
業
振

興
を
図
っ
て
い
く
地
域
を
「
農
用
地
区

域（
農
振
青
地
）」
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。
通
常
、
こ
の
区
域
は
農
業
以
外

の
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
 

ん
。
 

し
か
し
、
や
む
を
得
ず
他
の
目
的
に

利
用
す
る
場
合
は
、
農
振
除
外
の
手
続

き
を
経
て
県
と
協
議
し
、
知
事
の
同
意

や
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

農
振
除
外
の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
必
要

最
小
限
の
除
外
に
つ
い
て
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
 

 
■
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
要
件

（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）
 

 ○
除
外
し
た
い
農
用
地
以
外
に
代
替
す

べ
き
土
地
が
な
い
こ
と（
除
外
農
地

な
ど
が
あ
る
場
合
は
そ
ち
ら
が
優
 

先
）
 

 ○
農
用
地
の
集
団
化
、
農
業
上
の
効
率

的
利
用
へ
の
支
障
が
軽
微
で
あ
る
こ

と
 

 ○
農
業
用
水
路
な
ど
の
土
地
改
良
施
設

の
機
能
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
 

○
土
地
改
良
基
盤
整
備
事
業
の
工
事
が

終
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
８
年

を
経
過
し
て
い
る
こ
と
 

 ※
な
お
、
緊
急
性
や
計
画
性
・
実
現
性

が
な
い
も
の
は
、
申
し
出
で
き
ま
せ
 

ん
。
 

ま
た
、
市
の
総
合
計
画
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
上
下
水
道
の

整
備
計
画
な
ど
、
市
の
方
針
や
農
振

法
以
外
の
法
律
に
よ
る
土
地
利
用
の

方
向
性
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
も
協

議
事
項
と
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
出
書
類
の
配
布
開
始

8
月
17
日（
月
）か
ら
 

※
土
・
日
を
除
く
 

 
■
書
類
の
配
布
場
所

農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所
 

 
■
受
付
期
間

9
月
7
日（
月
）〜
18
日（
金
） 

※
土
・
日
を
除
く
 

 
■
受
付
場
所

農
林
振
興
課
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
産
推
進
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

5

■問合せ先　総務部　総務課　総務担当 
　　　　　　☎055（262）4111

■問合せ先　保健福祉部　児童課　児童家庭担当 
　　　　　　☎055（261）1904



67

素晴らしい景観を生かしてまちづくり 

住民基本台帳カード（顔写真あり） 

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
22
年
度

に
か
け
て
、
「
笛
吹
市
緑
の
基
本
計
 

画
」
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
 

こ
の
基
本
計
画
は
、
公
園
整
備
な
ど

を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
と

な
り
ま
す
。

■
緑
の
基
本
計
画
づ
く
り
の
流
れ

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
で
す
。
緑
の
基
本
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
基
に
、
調
整
や
協
議
を

重
ね
て
、
原
案
を
作
成
し
ま
す
。
 

　
そ
の
後
、
原
案
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
開
し
、
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
計
画
を
定
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

市
で
は
、
景
観
施
策
を
積
極
的
に
展

開
す
る
た
め
、
6
月
1
日
、「
景
観
行

政
団
体
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
 

国
で
は
、
平
成
16
年
に
「
景
観
法
」

を
制
定
し
、
観
光
立
国
を
目
指
し
て
「
良

好
な
景
観
は
国
民
共
通
の
資
産
」
と
位

置
付
け
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
個
性

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
「
景
観
行
政
団
体
」
へ
の
移
行
は
、

こ
の
法
律
を
受
け
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
景
観
計
画
・
景

観
条
例
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
景
観
行
政
団
体
と
は

　
景
観
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
景

観
施
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
方

公
共
団
体
の
こ
と
で
す
。
 

　
都
道
府
県
、
政
令
市
お
よ
び
中
核

市
は
景
観
法
の
定
め
に
よ
り
自
動
的

に
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
す
が
、

区
市
町
村
の
場
合
は
、
都
道
府
県
と

協
議
し
、
同
意
を
得
る
こ
と
で
景
観

行
政
団
体
に
移
行
で
き
ま
す
。
 

 
■
景
観
行
政
団
体
が
で
き
る
こ
と

○
地
域
性
を
考
慮
し
た
景
観
計
画
を
策

定
し
、
建
築
物
の
建
築
な
ど
に
対
し

て
、
届
出
・
勧
告
を
基
本
と
し
た
誘

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
条
例
に
定
め
る
こ
と
で
、

形
態
意
匠
（
物
の
形
や
デ
ザ
イ
ン
）
 

に
関
す
る
変
更
命
令
を
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
 

 
○
所
有
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
景
観
重

要
建
造
物
や
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
、

土
地
所
有
者
な
ど
全
員
の
合
意
に
よ

る
景
観
協
定
の
認
可
な
ど
、
法
に
基

づ
く
良
好
な
景
観
を
保
全
す
る
た
め

の
施
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

計
画
指
導
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
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　5月24日、株式会社アクティオ（東京都） 

は、御坂町の「アクティオの森」で植林

体験ツアーを開きました。小雨の降る中、

社員100人が参加し、ヒノキ、ヤマザクラ、

ブナ300本の植林作業を行いました。 

　「アクティオの森」は、「やまなし森

づくりコミッション」が推進する「企業

の森」市内第１号です。同社が、社会貢

献の一環として、やまなし森づくりコミッ

ションを介して市、森林所有者、林業事

業体と森林整備協定を締結し、平成20年

から平成23年までの3年間、約3ヘクター

ルの檜峰（ひみね）神社有林で、植栽や下

草刈り、間伐などを行います。 

　緑の基本計画に市民の皆さんの意見や提案を反映
するために、まちづくりについて話し合い、まちの
将来像やこれからのまちづくりの方向をまとめてい
く「まちづくり市民会議」を開催します。 

■対象者 市内在住の満18歳以上の方 
■募集人数 20人程度（応募者多数の場合など 
 選考させていただく場合があります） 
■開催予定 平成21年10月から平成22年3月まで 
 の間で４回程度 
■申込締切 ８月21日（金） 
■申込方法 電話またはファックスでお申し込み 
 ください。その際、氏名、年齢、住所、 
 電話番号をご連絡ください。 
※個人情報については、この会議の運営以外には
　使用しません。 
 
■申込・問合せ先
　建設部　まちづくり整備課 
　☎055（261）3334　FAX 055（261）3335

　9月1日から、芦川町にお住まいの方の住民票・印鑑登録証明

書の取得がより便利になります。 

　現在、芦川町には証明書自動交付機が設置されていないこと

から、芦川町在住の住民基本台帳カード（以下「住基カード」）

をお持ちの方には不便をおかけしています。 

　そこで、芦川町にお住まいで住基カードをお持ちの方が、住

民票や印鑑登録証明書を取得したい場合、芦川支所で住基カー

ドを提示していただければ、証明書自動交付機の交付手数料と

同額の100円で取得できるようになります。 

 

※ただし、事前に住基カードに証明書自動交付機利用登録がさ

れている必要があります。 

また、住基カードが顔写真付ではない場合は、ほかに顔写真付身分証明書の提示が必要になります。 

 
■受付時間　平日　午前8時30分～午後5時30分
■問合せ先　市民環境部　戸籍住民課　住民記録担当　☎055（262）4111
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産後ママの骨盤エクササイズ
コース①（全5回）

下記の「8月受付受講者募 
集講座」をご覧ください 

産後6カ月 
以降の女性 

なごみの湯 
産後ママの骨盤エクササイズ
コース②（全5回）

1月18日（月） 
2月1日（月）・15日（月） 
3月1日（月）・15日（月） 
午前10時30分～12時30分 

クアロビクスコース①
（全5回）

左ページ「8月受付受講者 
募集講座」をご覧ください 

20歳以上～ 
65歳未満 

クアハウス 
石和 クアロビクスコース②

（全5回）

1月12日（火）・25日（月） 
2月1日（月）・15日（月） 
3月1日（月）　 
午前10時～12時30分 
 

健康増進コース①（全8回）
左ページ「8月受付受講者 
募集講座」をご覧ください 

20歳以上 

半田美恵子氏（社 
会体育指導員）、 
保健師ほか 

クアハウス石和 
温泉利用指導者、 
水中運動指導士、 
保健師、管理栄 
養士 

関本正志氏（健康 
運動指導士） 

石和保健福 
祉センター 

健康増進コース②（全8回）

1月13日（水）・20日（水）・ 
27日（水） 
2月3日（水）・10日（水）・ 
17日（水）・24日（水） 
3月3日（水） 
午後7時30分～9時 
 

内　　　　　容 日　　　時 対　象 場　所 講　　師

「
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
け
ど
、
な
か

な
か
や
め
ら
れ
な
い
・
・
・
」
と
思
っ

て
い
る
皆
さ
ん
、
禁
煙
を
希
望
す
る
仲

間
と
一
緒
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

「
タ
バ
コ
は
健
康
の
敵
」
と
い
う
こ

と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
す
。
肺
が
ん

を
は
じ
め
、
心
臓
病
や
脳
梗
塞（
こ
う

そ
く
）な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
女
性

の
喫
煙
は
、
流
早
産
や
低
出
生
体
重
 

児
、
子
ど
も
が
ぜ
ん
そ
く
に
な
り
や
す

い
な
ど
、
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、「
今
こ
そ
禁
煙
し
た
い
！
」

と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
た
め
に
、
市
民
を
対
象
に
禁
煙

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
対
象
 

お
お
む
ね
65
歳
以
下
で
禁
煙
に
関
心

が
あ
る
市
民
 

■
日
時

9
月
2
日（
水
）・
24
日（
木
） 

11
月
9
日（
月
） 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

■
場
所

石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
講
師
　

○
岡
本
ま
さ
子
医
師（
峡
東
保
健
所
長
） 

○
三
浦
秀
史
禁
煙
支
援
士（
禁
煙
マ
ラ

ソ
ン
事
務
局
長
）
 

■
内
容

○
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

へ
の
影
響
と
防
止
策
 

○
禁
煙
の
方
法
と
効
果
、
禁
煙
グ
ッ
ズ

や
禁
煙
外
来
の
紹
介
 

○
禁
煙
体
験
者
の
体
験
談
、
呼
気
中
の

一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
 

○
禁
煙
後
の
食
事
や
間
食
の
注
意
点
 

■
定
員
　
50
人
程
度
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
 

■
申
込
締
切

8
月
21
日（
金
）
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

　
 

産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

コ
ー
ス
 

育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体

操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
 

妊
娠
で
増
え
た
体
重
・
体
脂
肪
率
を

減
ら
し
た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
・
肩

こ
り
・
疲
労
を
体
操
と
温
泉
で
解
消
し

た
い
、
骨
盤
底
筋
群
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
骨
格
を
ケ
ア
し
た
い
人
に
最
適
で
す
。
 

■
対
象

出
産
後
6
カ
月
を
経
過
し
て
い
る
方
 

■
日
時
 

10
月
5
日（
月
）・
19
日（
月
）、
11
月

2
日（
月
）・
16
日（
月
）・
30
日（
月
） 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
 

■
場
所
　
な
ご
み
の
湯
 

■
内
容
 

・
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
 

・
温
泉
の
入
り
方
 

・
毎
日
の
食
事
か
ら
美
し
く
 

・
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？
 

・
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
予
防
 

・
プ
チ
う
つ
に
つ
い
て
 

・
タ
バ
コ
の
害
と
禁
煙
の
最
新
情
報
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円
 

※
託
児
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
講
座
終
了
後
は
、

温
泉
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス

水
中
運
動（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）に
興
味

が
あ
る
、
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず

に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
す

す
め
で
す
。
本
気
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
を
解
消
し
た
い
や
る
気
の
あ
る
方

は
、ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
 

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時
　
10
月
26
日（
月
）、
11
月
9
日

（
月
）・
24
日（
火
）、
12
月
1
日（
火
）・

14
日（
月
） 

午
前
10
時
〜
12
時
30
分
 

■
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
 

■
内
容

・
血
液
検
査（
希
望
者
）
 

・
心
と
体
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
 

・
体
力
測
定
、
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
 

・
陥
り
や
す
い
食
事
の
「
悪
習
慣
」
こ

ん
な
生
活
、
繰
り
返
し
て
い
ま
せ
ん

か
 

・
あ
な
た
は
大
丈
夫
!?
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
 

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
に
効
果
的
な
ク

ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
5
0
0
0
円
 

※
講
座
期
間
中
使
え
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
バ

ー
デ
ゾ
ー
ン（
多
目
的
温
泉
）利
用
券

と
公
営
温
泉
利
用
券
を
発
行
し
ま
 

す
。
 

健
康
増
進
コ
ー
ス

簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動
を
し
な
が
 

ら
、
効
果
的
に
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
講
座
で
は
、
約
8
割
の
人
の

体
重
が
減
り
ま
し
た
。
 

■
対
象
　
20
歳
以
上
 

■
日
時
　
10
月
21
日（
水
）・
28
日（
水
）、

11
月
4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日

（
水
）・
25
日（
水
）、
12
月
2
日（
水
）・

9
日（
水
） 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

■
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
内
容

・
血
液
検
査（
希
望
者
）
 

・
温
泉
の
入
り
方
 

・
簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動
 

・
運
動
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
5
0
0
0
円
 

※
講
座
期
間
中
使
え
る
公
営
温
泉
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。
 

運動で気持ちよく汗をかいた後に、のんびりと天然温泉につかり心の健康
づくりをしてみませんか。温泉を活用した健康づくり講座は、育児や仕事に
忙しい毎日の疲労回復に最適です。多彩な講師陣が皆さんの健康づくりを支
援します。 

昨年度の受講者は、心や身体のいやしが実感できた、ストレスが解消した、
血液中のコレステロールや血糖値、体脂肪率、血圧値が改善などの効果があ
りました。 

運動不足で体力づくりをしたい、メタボリックシンドロームを改善したい、
体操と温泉で体をほぐしたい方は、ぜひご参加ください。 

 

※「8月受付 受講者募集講座」以外の講座の詳細は、今後広報紙や市ホームぺージなどでお知らせします。 

笛吹市の湯で湯ったり 
しっかり健康づくり 
 

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
希

望
講
座
名
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連

絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

お
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま
す
。
 

■
申
込
締
切
　
8
月
31
日（
月
） 

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

健
康
企
画
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1
 

　
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
2

Fax
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■募集期間　　8月3日（月）～21日（金）　午前9時～午後5時 
　　　　　　　期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。 
■申込方法　　規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。そ
　　　　　　　の際には、必ず「講座番号と講座名」のご記入をお願いします。申込書は、各支所や市内
　　　　　　　図書館窓口などに置いてあります。また、このページのコピーもご利用いただけます。 
　○持参、郵送の場合　「笛吹市教育委員会 生涯学習課」または「各支所地域課（芦川支所は地域住民課）」窓口 
　　　　　　　　　　　（閉庁日、休館日を除きます） 
　○ファックスの場合　「笛吹市教育委員会 生涯学習課 生涯学習担当」 
■申込・問合せ先　　〒406-0031　笛吹市石和町市部809－1　笛吹市役所南館内 
　　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当 
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 055（261）3339　　　FAX 055（261）3340 
■その他　　○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座
　　　　　　　もありますので講座のご案内をご確認ください。 
　　　　　　○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先と
　　　　　　　なります。 
　　　　　　○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認くだ
　　　　　　　さい。 
　　　　　　○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講者には、先に費用
　　　　　　　を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでく
　　　　　　　ださい。（1,000円未満は除く） 
　　　　　　○受講者の都合で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者の
　　　　　　　都合で講座が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。 
　　　　　　○希望者が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。 

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高いレベ
　ルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、施設使用料が一定の期間
　助成され、講座を継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご
　相談ください。 

　市教育委員会では、生涯学習機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込みをお待
ちしています。 

笛吹市民講座「スコレー大学」 2学期講座受講申込書

〒

電話番号

ふりがな

申込者氏名

希望する
講座番号 講　座　名

希望する
講座番号 講　座　名

住　　所

生年月日 大・昭・平　　　年　　　月　　　日 男 ・ 女

■問合せ先　　総務部　総務課　☎055 （262 ）4111

　市では、平成22年度に指定管理制度の導入を目指す13施設について、指定管理者を募集します。

　募集要項・申請書などの配布は、募集開始と同時に各担当課で行います。

募集期間　8月3日（月）～31日（月） 

■指定管理者制度とは
　多様化する住民ニーズに効果的・効率的に対応するため、公共施設の管理に民間の力を活用しな
がら、住民サービス向上や経費の節減等を図ることを目的としています。 

　　笛吹市では、4月1日現在、46の公共施設に指定管理制度が導入されています。 

10

②平成22年3月に指定期間が満了することに伴い、改めて指定管理者を募集する施設 

■指定管理者を募集する施設
①新たに指定管理を導入する施設 

施設の名称

施設の名称 施設の場所

施設の場所 募集要項等の配布・申込先

募集要項等の配布・申込み先

笛吹市若彦路ふれあいスポーツ館
（体育館・柔剣道場・弓道場など）

八代町南527番地

八代町南497番地

八代町竹居1261番地1

八代町南457番地

市教育委員会　スポーツ振興課（南館3階）

☎055 （261 ）3338
※4施設まとめて募集

市教育委員会　スポーツ振興課（南館3階）

☎055 （261 ）3338
※3施設まとめて募集

市教育委員会　スポーツ振興課（南館3階）

☎055 （261 ）3338
※2施設まとめて募集

保健福祉部　保育課（南館2階）

☎055 （261 ）3355

産業観光部　農林振興課（本庁2階）
☎055 （261 ）2033

保健福祉部　児童課（南館2階）
☎055 （261 ）1904

保健福祉部　児童課（南館2階）
☎055 （261 ）1904

春日居町加茂311番地

石和町中川483番地1

御坂町栗合372番地12

芦川町上芦川667番地

笛吹市立かすがい東保育所
（平成22年4月 開所予定）

（仮称）笛吹市芦川農産物直売所
（平成22年4月 開所予定）

笛吹市石和清流館（柔道場・剣道場・
弓道場・相撲場・芝生広場など）

笛吹市いちのみや桃の里スポーツ公園
（グラウンド・体育館・柔剣道場など）

笛吹市御坂児童センター

笛吹市はなぶさふれあい児童館

笛吹市八代中央スポーツ広場

笛吹市八代中央水泳プール

笛吹市八代東部水泳プール

笛吹市石和中央テニスコート

笛吹市石和農村スポーツ広場

石和町広瀬588番地

石和町広瀬666番地1

石和町小石和700番地

一宮町末木1001番地

一宮町東原335番地2
笛吹市一宮スポーツ広場（テニスコ
ート・弓道場）
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1 ハーブとアロマの手作り石けん＆化粧品作り

深澤由美　先生

10月 2日・23 日、11月 6日・20 日、12月 4日
（各金曜日）　午前9時30分～11時
スコレーセンター

20人

5,000円

自然由来のハーブとアロマを使い、環境と人に優しい
「安全で安心な石けん＆化粧品」を作ります。お肌の
弱い方や、赤ちゃんでも安心して使えます。（廃油石
けんではありません）

6 エコ講座～新聞紙で作るコサージュ～

平井靖子　先生

10月 15 日･22 日（各木曜日）　
午後1時30分～3時30分
八代総合会館

15人

300円

新聞紙のカラー広告を使って、普段でも、お出掛け
時にでも、服やバッグに付けられるコサージュを作
ります。

2 帯の変わり結び～和服をステキに着こなしましょう

杉山美代子　先生

10月 2日･9 日･16 日･23 日･30 日（各金曜日）
午後7時30分～9時
スコレーセンター

15人

無料

着物を着られても帯はいつも「お太鼓結び」・・・。そ
んなことを感じている方向けの講座です。簡単に結べ
る「変わり帯結び」を学びながら、最終的には、鏡を見
ずに着たり結んだりできるようになります。

7 アメリカンフラワー

網野美幸　先生

10月 16 日･23 日･30 日、11月 6日･13 日
（各金曜日）　午後7時30分～9時
スコレーパリオ

15人

4,000円

生花のようにきれいな造花「アメリカンフラワー」を
あなたも作ってみませんか！今回は、笛吹市にちなみ
桃の花と菜の花を作ります。

3 みさか初心者陶芸教室

土屋百合子　先生

10月 7日･14 日･28 日（各水曜日）　
午後1時30分～3時30分
御坂陶芸場

15人

1,200円

初心者向けの陶芸教室です。あなただけのオリジナ
ルの作品を作ってみませんか。楽しく丁寧に指導しま
す。

8 初心者のための基本の着付けと帯結び

鈴の会

10月 20 日･27 日、11月 10 日･17 日、12月 1日
（各火曜日）　午後7時30分～9時
いちのみや桃の里ふれあい文化館

10人

無料

初心者を対象に、着崩れないコツとポイントを押さえ
た、基本の着付けと帯結び、普段着物から礼装までを
マスターします。

12 レザークラフト教室
志村まき子　先生

11月 5日･12 日･19 日･26 日（各木曜日）
午前10時～11時30分
いちのみや桃の里ふれあい文化館

10人

3,000円

レザーでオリジナルクリスマスリースを作ります。今
年のクリスマスに、ぜひ、お部屋に飾ってみてくださ
い。

春日居あぐり情報ステーション

2,500円

来年の干支「寅」の壁掛け（白虎）を和紙で作ります。
2回 の教室ですので、初めての方でも仕上げることが
できます。新年を華やかに彩りましょう。

春日居あぐり情報ステーション

2,000円

松、竹、梅を使い、お正月用に生花で和のアレンジをし
ます。新年を明るく華やかに迎える準備をしましょう。

パソコンで簡単に作れる素敵なオリジナル年賀状作
り！住所録を使って宛名書きも楽 ！々デジカメで撮影し
た写真等を素材にします。（デジカメを持っていない
場合は、プリント写真の持ち込みでも大丈夫です）

4 和紙絵教室

小笠原利子　先生

9月 16 日･30 日、10月 14 日･28 日、
11月 11 日（各水曜日）
午後１時30分～3時30分
スコレーパリオ

10人

1,500円

和紙本来の繊細で温かみのある質感や素材感を生か
し、和紙を絵の具代わりに台紙の上にのりで貼り付け
て、上手に濃淡や立体感を出しながら花を描きます。

9 エコでおしゃれな「風呂敷」使い

西海真紀　先生

10月 28 日、11月 4日･11 日（各水曜日）
午後7時30分～9時
スコレーセンター

20人

無料

日本の文化でもある風呂敷や日本手ぬぐいを見直し、
いろいろな包み方を学びながら、生活の中でエコでお
しゃれで便利に役立たせます。そのほか、小風呂敷や
懐紙、ふくさの正しい使い方を学びます。

5 刺し子教室

青柳美恵子　先生

10月 14 日･28 日、11月 4日･11 日･25 日
（各水曜日）　午後１時30分～3時30分
スコレーパリオ

10人

4,000円

布に図案を描き、チクチクと縫っていきます。  
5回 の講座で、コースター、針刺（ピンクッション）、ラ
ンチョンマット、袋物を作ります。

10 木工教室・巣箱づくり
金川の森管理事務所 窪田俊二　先生

11月 25 日（水）
午前9時30分～12時
金川の森管理事務所

15人

500円

巣箱をかける時期は、10月 から3月頃が適していると
いわれています。紅葉の森で巣箱づくりを楽しみまし
ょう。

11 帽子の講座
杉原弘美　先生

11月 2日･9日･16 日･30 日、12月 7日･14 日
（各月曜日）　午後１時30分～3時30分
学びの杜みさか

20人15人

3,500円4,500円

1年を通して使えるタウン帽子を6回 の講座で作りま
す。初心者の方も、基礎から指導しますので気軽にご
参加ください。

河埜壽美子　先生

10月 8日、11月 12 日、12月 10 日（各木曜日）
午後7時～9時
スコレーパリオ

みずみずしい生花やグリーンを美しく形づくり、思うま
まにアレンジメントする技術を学びます。あらゆるシー
ンを華やかに演出できるのも魅力。お部屋のインテリ
アに、おもてなしに、美しいお花を飾ってみませんか？

16 フラワーアレンジメント

17 金川の森　きのこ鑑定会
森林総合研究所　柴田　尚　研究管理幹

10月 10 日（土）
午後1時～4時
金川の森管理事務所 無料

専門家によるキノコの鑑定と毒キノコの見分け方など
について学びます。

13 和紙干支づくり教室
平出恭子　先生

12月 1日･8 日　（各火曜日）
午後１時30分～4時

20人

18 炭焼き体験教室

14 お正月用フラワーアレンジメント教室
鶴田　悠　先生

12月 26 日（土）　
午前10時～11時30分

スコレーセンター

500円

世界に１冊しかない自分だけのオリジナル絵本を作っ
てみませんか？

市図書館司書

10月 2日・16 日、11月 6日・13 日、12月 4日
（各金曜日）　午前9時30分～11時30分

20人

10人

19 パソコン年賀状作成＆デジカメ講座
（株）ピーシーワークス社員

11月 6日（金）・10 日（火）・13 日（金）
17 日（火）・20 日（金） 午後7時～9時
（株）ピーシーワークス

20人

20人

4,200円

昔ながらの炭窯（すみがま）を使って、本格的な炭焼
きの技術を体験したり、観賞用の花炭（飾り炭）を作っ
てみませんか？※雨天の場合は、翌日に延期します。

弦間林業(有)職員

12月 5日･19 日　（各土曜日）　
午前9時30分～12時　
午前9時　市御坂支所駐車場集合出発
弦間林業（有）社有地

10人

500円

15 手作り絵本教室20 護身術セミナー＆整体教室
少林寺拳法山梨石和道院所属拳士

10月 1日・8日・15 日・22 日（各木曜日）
午後7時30分～9時　
石和清流館 1,200円

最近は物騒な事件が頻繁に起こっており、特に女性やお年寄りが
被害にあう、通り魔的な犯行が増えています。いろいろな場面を
想定した対処法を知っておくことで安心できます。また、整体教
室では、肩こり・腰痛の緩和、背中の調整等の知識を学びます。
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21 ウォーキング・エアロビクス
佐久間千景　先生

10月 2日・9日・16 日・23 日・30 日（各金曜日）
午後2時～3時
石和清流館

25人

無料

音楽に合わせて、全身を使ってステップを踏み、身体
の代謝を上げながら体力作りをします。難しい動きが
無く、誰でも簡単に行え健康的な汗を流すことで心身
ともにリフレッシュできます。

26 ベリーダンス入門
高野香里　先生

11月 5日・12 日・19 日・26 日、12月 3日
（各木曜日）　午後１時30分～3時
境川スポーツセンター体育館

30人

無料

22 ステップbyステップ・トレーニング講座

半田美恵子　先生

10月 13 日・20 日・27 日、11月 10 日・17 日・24 日
（各火曜日）　午前10時～12時
若彦路ふれあいスポーツ館　

30人

無料

毎回少しずつ運動レベルをアップして、体を慣らして
いきます。4回目からはトレーニングマシーンを使い
ます。100円 ショップで売っているような1キロ以下
のダンベルを2個持参してください。

27 健康ヨガ
成島光江　先生

11月 6日・13 日・20 日・27 日、12月 4日
（各金曜日）　午後7時30分～9時
境川総合会館

30人

無料

体の硬い方、病気でないのに気分のすぐれない方に
最適です。簡単なポーズや呼吸法で、自分の心と体を
じっくり見つめてみましょう。

23 ステップ・エクササイズ
半田美恵子　先生

10月 22 日・29 日、11月 12 日・19 日・26 日
（各木曜日）　午前10時～11時30分
石和清流館

30人

無料

ステップ台の昇り降り運動を、いろいろなステップでリ
ズミカルに行いながら、健康・体力づくりをする講座
です。どなたでも楽しく行えるエクササイズですの
で、ぜひ一度体験してみてください。

28 ストレッチ＆リラクゼーション
半田美恵子　先生

12月 1日（火）・4日（金）・8日（火）・11 日（金）
15 日（火）・18 日（金）　午前10時～11時30分
若彦路ふれあいセンター

30人

無料

肩をすぼめ、背中を丸めて過ごす冬の時期に、体にや
さしく年齢に関係なくできるストレッチを覚えてみま
せんか。筋肉の緊張をほぐして疲労感を取り除き、心
も体もリラックスしましょう。

曲線的な動きと激しさが一体となる女性美。インナー
マッスルでスタイルを維持しませんか。

24 初心者スクエアダンス
山本昇造　先生

11月 10 日・17 日・24 日、12月 1日・15 日
（各火曜日）　午後7時30分～9時30分
八代総合会館

20人

無料

軽快なカントリーウエスタン音楽にのって、4カップル
8人がセットになり、コーラー（指示者）のコールで、隊
形を変化させながら歩いて踊るどなたでもできる楽
しいダンスです。

29 甲斐道をゆく（県博見学と御坂城を歩く）

海老沼真治 先生、杉本悠樹 先生

10月 14 日（水）午後１時30分（県立博物館集合）
10月 21 日（水）午前9時30分 
（御坂農村環境改善センター集合出発）

県立博物館

20人

入館料実費

25 初心者太極拳
市太極拳連盟公認指導員

11月 12 日・19 日・26 日、12月 3日・10 日
（各木曜日）　午後１時30分～3時30分
石和清流館

20人

無料

太極拳は中国武術の一つで、ゆったりと流れるような動き
が特徴です。健康・長寿に良いとされ、愛好者も増えていま
す。老若男女は問いません。あなたも始めてみませんか！

30 やまなしの街道（旧鎌倉街道）を歩く
杉本悠樹　先生

10月 27 日（火）　午前9時30分 
御坂農村環境改善センター集合出発
富士河口湖町

20人

無料

笛吹市から始まる鎌倉街道。河口の集落や確認され
た古道を歩いて、いにしえに思いをはせましょう。昨
年度好評をいただいた旧鎌倉街道の同じコースを歩
きます。

県立博物館の特別展「甲斐道をゆく」の展示を通して、
甲州における交流の文化史を学習します。2回目は、世
界遺産候補の御坂城を中心に、鎌倉街道を歩きます。

36 続・日本語ボランティア養成講座 32 トラベル韓国語講座

33 みんなの笑顔が地域をつなぐ～学習会「家族の笑顔」

35 笛吹市・山梨学院提携講座「やさしく学ぶおとな論語塾」 31 シリーズ笛吹学～ふえふきってどんなとこ？

34 みんなの笑顔が地域をつなぐ～原子力発電の今日と明日～パート2

37 シルバー体操指導員初級養成講座

38 「認知症」を知ろう～認知症サポーター養成講座～

黒田　隆　先生、松岡瑠理子　先生
野澤領子　先生

朴　定午（パクジョンオ）先生　

10月 6日(火)・13 日(火)・20 日(火)・27 日(火)
11月 4日(水)・6日（金）・13 日（金）・20 日（金）
午後7時～9時
市役所南館3階

20人

無料

無料

10月 7日・14 日・21 日・28 日、11月 4日・11 日
18 日・25 日、12月 2日・9日（各水曜日）
午後7時～8時30分

いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

500円

市内には多くの外国人が在住しています。その方々に
日本語を教えられる人材を養成します。

中山誠二 先生（県立博物館）、平川 南 先生（県
立博物館）、保坂康夫 先生（県立考古学博物館）

10月 25 日、11月 29 日、12月 20 日（各日曜日）
午後1時30分～3時

学びの杜みさか

50人

ふえふきってどんなところなのでしょうか？市内には
たくさんの歴史遺産が残っています。その魅力につい
て、さまざまな研究している歴史分野の第一人者の
方々に、お話ししていただきます。今回は、弥生時代、
古代、原始です。

1,600円 （昼食代）

東京電力（株）甲府支社職員

11月 28 日（土）
午前7時　市八代支所駐車場集合
午後7時30分頃　市八代支所到着予定
東京電力柏崎刈羽原子力発電所（新潟県）

35人

原子力発電の必要性・安全性を学びながら、柏崎刈羽
原子力発電所を見学します。また、車中ではビデオ放
映などによる勉強会も行います。
（昨年度受講された方はご遠慮ください）

無料

関本正志 先生、川上嘉典 先生

10月 2日（金）・8日・15 日・22 日・29 日、11月 5日
12 日・19 日・26 日、12月 3日・10 日（各木曜日）
18 日（金）　午後7時30分～9時
御坂保健センター
（10月2日、12月18日は石和保健福祉センター ）

市民30人

健康づくり、介護予防のためにストレッチや軽運動を学
び、シルバー体操指導員として、地域の健康教室に参加
してみませんか？おおむね60歳以上 の方が対象です。
健康状態によりご遠慮いただく場合もあります。

無料

笛吹市キャラバン・メイト

①10月 8日(木)午後1時30分～3時30分
②12月 3日(木)午後1時30分～3時30分
※①②どちらかお選びください。

①学びの杜みさか 講座教室1
②スコレーセンター 1階会議室

①②各20人

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の病気です。
認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を温か
く見守る応援者として「認知症サポーター」になりま
せんか。あなた自身の認知症予防にもつながります。

アニョハセヨ～韓国語を学んだことがない初心者対象
です。旅行に役立つ簡単な韓国語を中心に学びましょ
う。韓国料理や音楽などについてもお話しします。最
終日には、講師が作る本場のチヂミの味をみんなで楽
しみましょう。

子育て支援センター「きっずやつしろ」職員

10月 9日（金）
午前10時30分～12時

働く婦人の家（八代町）

50人

無料

皆さんは気付いていますか？親の笑顔が子どもの笑
顔をつくることを・・・。家族のあり方等について学び、
笑顔を増やしましょう！　※託児所あります。

山梨学院生涯学習センター事務長
林　静雄　先生

10月 20 日・27 日、11月 10 日・17 日（各火曜日）
午後1時30分～3時
春日居あぐり情報ステーション　

20人

1,500円

論語は美しい言葉と知恵の宝庫です。だれの心にも
ひびく二十章を選んだテキストでやさしくひも解いて
いきます。さあ！みんなで大きな声を出して、読んでみ
ましょう。おとな論語塾の始まりです。



詐欺（さぎ）に
ご注意を!

1617

溶接ロボット用スポット
溶接機（ガン）と周辺機器

芦
川
町
新
井
原
北
方
高
地
に
あ
る
テ

レ
ビ
中
継
所
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
が
9
月
に
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

　
芦
川
中
継
局
の
放
送
局
名
と
放
送
エ

リ
ア
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
に
は

　
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
し
た
受
信
機
が
必
要

で
す
。
 

■
問
合
せ
先

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
 

0
5
5（
2
２
2
）１
３
８
０
 

・
山
梨
放
送（
Ｙ
Ｂ
Ｓ
） 

0
5
5（
2
３
１
）３
２
２
６
 

・
テ
レ
ビ
山
梨（
Ｕ
Ｔ
Ｙ
） 

0
5
5（
2
３
２
）１
１
５
０
 

※
エ
リ
ア
内
で
あ
っ
て
も
、
地
形
等
で

電
波
が
さ
え
ぎ
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
、

視
聴
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 

このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

昭和30年に東京で創業し、平成2年に製造部門
を山梨に移転しました。スイス
に拠点を置くエンドレスハウザ
ー社のグループ企業です。タン
クゲージ製品を製造し、石油、
ガス、電力、化学薬品、食品、水処理の各分野
において世界中で高い評価を得ています。 

 
平成20年、エンドレスハウザー山梨として独

立しました。国内外のお客様に満足していただ
ける製品を提供できるよう、従業員一同頑張っ
ています。 

非鉄金属（アルミ）製造業を営んでおり、アル
ミダイカスト鋳造（ちゅうぞう）および開発品の
製造販売をしています。ダイカスト部門では、
昭和60年の創業以来、自動車部品を主に、幅広
い精密・機密品のダイカスト鋳造を行っています。
開発部門では、自動車メーカー指定の金型部品
を製造しており、また、ダイカスト工場向け消
耗品製造を主な事業としています。 

 
意地と誇りを持ち、日々まごころのこもった

商品の製造販売に努力していきます。 

株式会社エスワイ精機（八代町米倉） エンドレスハウザー山梨株式会社（境川町三椚）

昭和33年に創業し、山梨工場は平成2年に操業 
を開始しました。自動車製
造上欠かせない溶接ロボッ
ト用の機器類（電極、ガン、
ケーブル、トランス、タイ
マー、トーチ）を、山梨工場
や海外12カ国で製造販売しています。また、
ISO9001・14001を取得しました。 

 
人と自然を尊重したものづくりを通して、地

球環境の改善に貢献します。 

OBARA（オバラ）株式会社（境川町藤垈）

天保12年創業、昭和28年に会社設立しました。
平成5年に、「オギノ生鮮センター」として稼動
しました。現在36のオギノ各店舗へ生鮮食品等
を供給しています。また、同敷地内に「衣料セ
ンター」と「用度品センター」を併設し、八代
町北に「新グロサリーセンター」を稼動し、オ
ギノの物流機能の集約化も行っています。 

 
「店はお客様のためにある」を基本理念として、

お客様の満足に貢献できる企業活動を目指して
います。 
 

株式会社オギノ生鮮センター（八代町南）

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

2011年7月24日までに、ご家庭のテレビを「地上デジタル放送」 

（地デジ）対応にする必要があります。皆さんのご理解・ご協力を 

お願いします。 

 

　地デジは、今までのテレビ放送よりきれいな映像が楽しめるだけでなく、やさしく便利な21世紀

のテレビ放送です。 

 

　地上デジタル放送は、より進んだ放送ができるだけでなく、電波を有効に使うことができます。

携帯電話など、電波の使い道が増えたため、テレビ放送を地デジに切りかえることになりました。 

 

地デジは今までのテレビ放送と違う？

なぜかわる？

テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした
詐欺が発生しています。身に覚えのない工事や代金請求
にはご注意ください。 

■問合せ先　総務省 地デジコールセンターナビダイヤル　☎0570（07）0101  
　　　　　　平日　午前9時～午後9時　土・日、休日　午前9時～午後6時 
　　　　　　ナビダイヤルがつながらない場合は　　　　 ☎03（4334）1111 
 

!

放送局名

ＮＨＫ総合

ＮＨＫ教育

山梨放送

テレビ山梨

リモコン番号

1

2

4

6

周波数

36ch

38ch

41ch

44ch

芦
川
中
継
局
放
送
エ
リ
ア
図

周派数対応表

2011年7月までにこれまでのテレビ放送 （地上アナログ放送）は終了します



No

C ・ I ・ T ・ Y F U E F U K I  

18

34

19

辻保順墓地看板

辻家の墓地現状（国府大中院境内）

移築前の辻家墓地（辻邦生が訪れた頃）

吹ちゃん笛ちゃん

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　 055（262）4111

新推進委員が委嘱されました
 

6月17日、第2期男女共同参画推進委員委嘱式が行われ、36人の委員が委

嘱されました。推進委員会では、男女共同参画社会の実現のため、委員が

主体的に行動して積極的に「輝け男女笛吹プラン」を推進していきます。 

今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
春
日
居
町
国
府
の

大
中
院（
だ
い
ち
ゅ
う
い
ん
）境
内
に
あ
る
「
辻
保

順（
つ
じ
ほ
じ
ゅ
ん
）の
墓
」
と
辻
家
の
歴
史
を
題

材
に
し
た
小
説
「
銀
杏
散
り
や
ま
ず
」
を
紹
介
し

ま
す
。
 

 辻
保
順
は
、
寛
延（
か
ん
え
ん
）3
年（
1
7
5
0
 

年
）に
末
木
村（
現
在
の
一
宮
町
）で
生
ま
れ
、
24
歳

の
時
に
、
国
府
村
の
辻
次
郎
兵
衛
守
方
（
も
り
か
 

た
）の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
保
順
は
、
末
木
村
の
生
家
近
く
に
病

院
を
開
き
ま
し
た
。
家
業
の
か
た
わ
ら
、
天
明（
て

ん
め
い
）8
年（
1
7
8
8
年
）に
国
学
者
の
本
居
宣

長（
も
と
お
り
の
り
な
が
）の
門
弟
に
な
り
、
日
本

の
古
典
文
学
等
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
保
順
は
、「
春
秋
」
と
題
し
た
日
記
を
、

寛
政（
か
ん
せ
い
）12
年（
1
8
0
0
年
）か
ら
文
化

元
年（
1
8
0
4
年
）に
か
け
て
残
し
て
い
ま
す
。

日
記
を
読
む
と
、
毎
日
往
診
に
出
か
け
、
忙
し
か

っ
た
保
順
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
 

日
記
「
春
秋
」
は
、
辻
家
文
書
4
5
9
点
の
う

ち
の
一
つ
と
し
て
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
保
管
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

医
師
・
国
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
保
順
は
、
文

化
7
年（
1
8
1
0
年
）、
61
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
 

保
順
の
墓
は
国
府
地
内
に
建
て
ら
れ
、
裏
面
に

は
辻
家
の
歴
史
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

平
成
15
年
に
は
、
保
順
の
墓
が
あ
る
辻
家
の
墓

地
は
、
現
在
あ
る
大
中
院
境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
 

辻
保
順
の
子
孫
で
あ
る
辻
邦
生
が
辻
家
の
墓
地

を
訪
れ
た
の
は
、
昭
和
56
年
の
こ
と
で
す
。
 

邦
生
は
、
本
籍
地
で
あ
る
国
府
地
区
を
訪
ね
、

辻
家
の
墓
参
り
を
し
た
り
、
辻
家
文
書
な
ど
を
調

べ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
小
説
「
銀
杏

散
り
や
ま
ず
」
と
し
て
、
昭
和
57
年
か
ら
翌
年
ま

で
雑
誌
「
新
潮
」
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
銀
杏
散
り
や
ま
ず
」
に
は
、
辻
家
の
祖
先
で

あ
る
「
三
枝
氏
」
の
歴
史
、
武
田
家
の
家
臣
で
あ

つ
た
辻
氏
の
活
躍
、
辻
保
順
の
こ
と
な
ど
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

辻
邦
生
の
作
品
と
し
て
は
、「
安
土
往
還
記
」・「
西

行
花
伝
」
な
ど
の
歴
史
小
説
が
有
名
で
す
。
し
か
し
、

「
銀
杏
散
り
や
ま
ず
」
は
、
有
名
な
主
人
公
が
活

躍
す
る
歴
史
小
説
で
は
な
く
、
邦
生
が
、
辻
家
の

起
源
を
調
べ
る
た
め
に
故
郷
で
あ
る
国
府
地
区
を

訪
れ
、
保
順
の
墓
や
辻
家
文
書
な
ど
と
出
合
う
様

子
を
描
い
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
「
銀
杏
散
り
や
ま
ず
」
の
舞
台
に
な

っ
た
辻
家
の
墓
地
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
す
 

か
。
 

荻野市長から委嘱状を受け取る
新推進委員

来場者を交えて意見交換

～女性団体連絡協議会総会でパフォーマンスと意見交換～ 
 

５月26日、学びの杜みさかで行われた女性団体連絡協議会総会で男女共同参画推進活動を行いま

した。今回は、「気付こう私たちの暮らし」と題し、身近な話題を題材にした会話劇を披露しました。

“夫婦は、お互いに名前を呼ぼう”、“お母さん、お～いお茶”、“地域役員に女性を”の3場面を推進

委員が演じ、それぞれの感想を会場から伺いました。 

第１場面の会話劇には、「子供が生まれるまでは、名前で呼んでいたが、今では“オーイ”と呼

んでしまう」と会場から声があがり、推進委員が「名前は、憲法で尊重されている“人格権”の一

つなので、今夜から名前で呼びましょう」と呼びかけました。 

また、食事時、夫から次々と用事を頼まれ食事をするこ

とができない妻の姿を描いた第２場面には、「女性の立場

から、“自分でできることは自分で”とはっきり言うことが

大事だ」という意見が会場から出ました。 

第３場面には、「地域で区長代理をさせてほしいと立候

補するが、既に男性のみの役員構成が数年先まで出来上が

っていて、させてもらえない」という生の声が聞かれました。 

男女が性別にとらわれることなく生活していくために、

さらなる推進活動の必要性を感じた有意義な会となりました。 

　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）　　※（　）内は所属団体名 

高野比登美、佐野　英美、田中　春子、志村　直毅、和泉　正江、 

日高せい子、上野さとみ、三澤美千子、水上　兼一、吉原五鈴子、

海野　菊美、樋川　保子、飯塚　秀平、芝垣　玲子、前島　映嘉、

新田　治江、小尾　治朗、角田　万紀、桑原ますよ、舟久保すみゑ、

上矢　瑛子、窪田喜久子、小川けい子、北川　直子、市川　正彦、

久保田人司（区長会）、極楽寺真理子（校長会）、浅野　啓子（女性

団体連絡協議会）、 飯塚  武子（女性団体連絡協議会）、 古屋  貴志 

（商工会）、矢　眞由美（農業委員会）、松田みつ子（社会教育委員会）、

小田切　保（PTA保護者会）、渡邉　政茂（民生児童委員会）、

秋山小枝子（介護保険事業者連絡会）、清水　義博（保育所保護者会） 

笛吹市男女共同参画推進委員
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催
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四
ッ
沢
川
 

至御坂 

至境川 

浅川 

至境川 第二農免（みやさか道） 

金川曽根広域農道 金川曽根広域農道 
公園入口看板 

ここから約２km

浅川中学校 

八代ふるさと公園 

稲山ケヤキの森

春
日
居
郷
土
館
特
別
展

わ
が
町
の
八
月
十
五
日
展

   「
わ
が
町
の
八
月
十
五
日
展
」
は
、

今
回
で
12
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

遺
影
約
1
1
0
0
枚
や
遺
品
な
ど
を

展
示
し
て
、
戦
没
者
を
し
の
び
ま
す
。
 

  

■
日
時
　

8
月
11
日（
火
）〜
9
月
23
日（
水
） 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
 

 
○
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
 

 
■
観
覧
料
　
無
料
 

 ※
特
別
展
準
備
の
た
め
、
8
月
1
日
か

ら
10
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

春
日
居
郷
土
館
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）5
1
0
0

   樹
齢
1
0
0
年
を
越
え
る
約
2
6
0

本
の
ケ
ヤ
キ
の
下
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
と
木
工
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
 

か
。
 

稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
＆
木
工
教
室

■
対
象

子
供
か
ら
大
人
ま
で（
た
だ
し
、
小

学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 

■
日
時
　
８
月
23
日（
日
） 

受
付
　
午
前
９
時
30
分
 

※
雨
天
中
止
 

■
場
所

稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森（
八
代
町
岡
）
 

■
内
容

○
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
の
三

重
奏
」
 

・
参
加
自
由
・
参
加
費
無
料
 

・
持
ち
物
 

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
飲
み
物
な
ど
 

 

○
木
工
教
室
「
や
じ
ろ
べ
ぇ
を
作
ろ
う
」
 

先
着
1
0
0
人（
要
事
前
申
し
込
み
） 

・
参
加
費
　
5
0
0
円
 

・
服
装
・
持
ち
物
 

軽
作
業
の
で
き
る
服
装
、
帽
子
、
飲

み
物
、
雨
具
な
ど
 

・
申
込
受
付
 

8
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
） 

平
日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

30
分
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

八
代
支
所
　
地
域
課
 

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１
 

 

昨年の「わが町の八月十五日展」 

フルートのハーモニーをお楽しみください 

選手たちの熱い戦いを会場で 

 石
和
地
区
高
齢
者
学
級
「
チ
ャ
レ
ン
 

ジ
!!
」
で
は
、
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
主
管
の
下
、
教
室
を
自
ら
企
画
、

運
営
し
、
学
び
な
が
ら
互
い
を
高
め
合

っ
て
い
ま
す
。
 

今
回
、
語
り
う
た
の
山
本
晴
美
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
身
延
町
の
お
ば
ぁ
ち

ゃ
ん
の
実
話
を
元
に
し
た
「
歌
語
り
ラ
 

イ
ブ
」
を
開
催
し
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
、 

私
た
ち
に
も
で
き
る
「
平
和
」
と
は
何

か
を
考
え
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
会
場
は
約
1
0
0
人
入
れ
ま
す
。
 

 
■
日
時

9
月
5
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

 
■
場
所

石
和
図
書
館
2
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
 

 
■
入
場
料
　
無
料
 

 
■
問
合
せ
先

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

!!
」
事
務
局（
市
教
育
委
員
会
　
生

涯
学
習
課
内
）
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
!!
」
地
域
発
信
事
業

歌
語
り
「
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん

の
手
紙
」
ラ
イ
ブ

   
森
の
清
流
ま
つ
り

森
の
せ
せ
ら
ぎ
に
放
流
し
た
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
捕
り
を
楽
し
み
ま
す
。
 

 
■
対
象

　
3
歳
児
〜
中
学
生
 

■
日
時

　
8
月
8
日（
土
） 
 

受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
　
　
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
9
日
に
延
期
 

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
1
8
0
人
　
　
 

■
参
加
費
　
2
0
0
円
 

■
服
装
・
持
ち
物

ぬ
れ
て
も
良
い
服
装
、
川
に
入
れ
る

運
動
靴
な
ど
、
軍
手
、
着
替
え
、
魚

を
入
れ
る
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
 

■
申
込
受
付
　
７
月
18
日（
土
）か
ら
 

 
森
の
写
生
教
室

講
師
の
指
導
で
、
花
や
樹
木
、
金
川

の
森
の
風
景
な
ど
を
写
生
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

8
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）
 

受
付
　
随
時
 

開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
参
加
費
　
1
0
0
円
 

 

押
し
花
絵
作
品
展

公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
な
で
し
こ
の
会
会

員
の
押
し
花
絵
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

　
8
月
17
日（
月
）〜
30
日（
日
） 

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
 

※
17
日
は
正
午
か
ら
開
催
。
30
日
は
午

後
５
時
で
終
了
。
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

 
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
仕
方
や
競
技
ル
ー

ル
を
学
び
ま
す
。
 

■
日
時
　
8
月
22
日（
土
）　
　
 

受
付
　
午
前
8
時
30
分
〜
9
時
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
場
所
　
「
か
ぶ
と
む
し
の
森
」
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
 

■
定
員
　
20
人
　
　
　
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
押
し
花
体
験
教
室

草
花
な
ど
を
使
っ
て
押
し
花
を
体
験

し
ま
す
。
 

■
日
時
　
8
月
30
日（
日
）
 

受
付
　
随
時
 

開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
参
加
費
　
3
0
0
円
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

森
林
公
園
金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

   8
月
9
日
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

対
Ｆ
Ｃ
岐
阜
戦
は
、
笛
吹
市
サ
ン
ク
ス

デ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
笛
吹
市
の
Ｐ
Ｒ

や
多
く
の
方
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

市
の
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
勝
利
の
た

め
に
、
み
ん
な
で
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
 

う
！
 

■
日
時

8
月
9
日（
日
）
 

午
後
6
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ
 

■
場
所

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
 

 
■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

「
笛
吹
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
」



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
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室
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康・
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祉

子
育
て
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境

相
　
談

お
知
ら
せ
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催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ
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県
立
博
物
館

か
い
じ
あ
む
夏
祭
り
・
夕
涼
み

や
ま
な
し
伝
統
産
業
ま
つ
り

   さ
ま
ざ
ま
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、

作
っ
た
り
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
 

で
、
丸
一
日
、
県
立
博
物
館
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。
 
 

■
日
時

8
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
） 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

 ■
問
合
せ
先

県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

  
■
日
時
　
8
月
30
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
場
所
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館
 

■
内
容

○
伝
統
工
芸
品
共
同
展
示
会
 

○
伝
統
工
芸
品
製
作
実
演
 

（
水
晶
彫
刻
・
藍（
あ
い
）染
め
な
ど
） 

○
伝
統
工
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

（
て
ん
刻
・
手
す
き
和
紙
絵
手
紙
作
 

り
・
藍
染
め
ハ
ン
カ
チ
作
り
な
ど
）
 

○
貴
石
ゲ
ー
ム
・
模
擬
店
な
ど
 

※
当
日
に
限
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）6
7
4
1
 

 

市
職
員
採
用
試
験

受
験
申
込
受
付
8
月
１９
日
ま
で

   市
で
は
、
来
年
4
月
に
採
用
す
る
職

員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
 

■
募
集
す
る
職
種
・
人
数

一
般
行
政
職（
若
干
名
）
 

保
育
士
　
　（
若
干
名
）
 

消
防
職
　
　（
若
干
名
）
 

■
受
験
資
格

　
職
種
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
齢
や
資

格
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
試
験
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

■
受
験
手
続
き

○
試
験
案
内
配
布
期
間

7
月
27
日（
月
）〜
8
月
19
日（
水
） 

【
場
所
】
総
務
部
総
務
課（
市
役
所
 

本
庁
2
階
）ま
た
は
各
支
所
 

○
受
験
申
込
受
付
期
間

8
月
3
日（
月
）〜
19
日（
水
） 

【
場
所
】
総
務
部
総
務
課
 

※
い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
 

時
30
分（
土
・
日
除
く
）
 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
8
月
3
日
か
ら
） 

■
一
次
試
験
日
　
9
月
20
日（
日
） 

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

   生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
と
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
学
べ
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
、

地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
知
識
や
技
能
を
お
持

ち
の
方
や
団
体
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

広
く
市
民
に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。
 

「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
生

か
し
た
い
」
、「
何
か
地
域
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
」
な
ど
、
意
欲
の
あ
る
方

の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 
■
登
録
分
野

①
趣
味
・
生
活
文
化
 

②
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

③
健
康
　
④
歴
史
　
⑤
文
芸
　
 

⑥
美
術
・
工
芸
　
 

⑦
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
　
 

⑧
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
 

⑨
教
育
　
⑩
語
学
　
⑪
そ
の
他
 

 
■
申
込
方
法

　
本
人
や
推
薦
者
が
、
生
涯
学
習
課

ま
た
は
各
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
持
ち
物
　
印
か
ん
 

 
■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

成
人
式
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

   市
で
は
、
市
内
7
地
区
で
開
催
す
る

平
成
22
年
成
人
式
を
お
手
伝
い
し
て
く

だ
さ
る
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
 

あ
な
た
も
、
成
人
を
迎
え
る
先
輩
の

皆
さ
ん
を
一
緒
に
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
平
成
22
年
笛
吹
市
成
人
式
 

■
日
時

平
成
22
年
1
月
10
日（
日
） 

受
付
　
午
後
1
時
 

開
式
　
午
後
1
時
30
分
 

■
場
所

石
和
、
御
坂
、
一
宮
、
八
代
、
境
川
、

春
日
居
、
芦
川
各
会
場
 

 
■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9
 

    

先輩たちの晴れの日 

   皆
さ
ん
が
作
っ
た
統
計
グ
ラ
フ
を
募

集
し
ま
す
。
 

あ
な
た
が
調
べ
て
感
じ
た
こ
と
を
、

統
計
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
■
応
募
資
格

○
第
1
部
　
小
学
校
1
・
2
年
生
 

○
第
2
部
　
小
学
校
3
・
4
年
生
 

○
第
3
部
　
小
学
校
5
・
6
年
生
 

○
第
4
部
　
中
学
生
 

○
第
5
部
　
高
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
、

一
般
 

○
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
 

　
小
学
生
以
上
 

■
課
題

自
由（
小
学
校
4
年
生
以
下
の
児
童
 

は
、
自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
）
 

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
県
統
計
調
査
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
郵
送
ま

た
は
持
参
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
応
募
締
切
　
9
月
7
日（
月
）必
着
 

 
■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
0
―
8
5
0
1
 

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
6
―
1
 

県
企
画
部
　
統
計
調
査
課
 

分
析
普
及
担
当
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
4
2

「
第
５７
回
山
梨
県
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

   高
齢
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
い
き

い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
2
0
0
9
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
 

同
大
会
は
、
高
齢
者
が
、
長
年
続
け

て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
や
誰
も
が
手
軽
に
楽

し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
、
仲
間
や
家
族

と
楽
し
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
同
士
が

交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
健
康
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

 
■
参
加
資
格

県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
の
男
女（
平

成
21
年
9
月
1
日
現
在
）
 

■
日
程
　
9
月
26
日（
土
） 

（
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
9
月

12
日（
土
）） 

■
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か
 

■
種
目
　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
テ

ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

（
ラ
リ
ー
・
ダ
ブ
ル
ス
）、
ペ
タ
ン
ク
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
、

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

※
各
種
目
の
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
な
お
、
種
目
に
よ
り
定
員

が
異
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
締
切
　
８
月
12
日（
水
） 

い
き
い
き
山
梨
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
2
0
0
9
参
加
者
募
集

   放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
2

学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
 

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

■
出
願
締
切
　
8
月
31
日（
月
）
 

 ■
問
合
せ
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
5
1
）2
2
3
8

放
送
大
学
１０
月
生
募
集

   自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
ま
 

す
。
応
募
ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
募
集
種
目
・
資
格
・
試
験
日

○
2
等
陸
・
海
・
空
士
 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
 

【
試
験
日
】
 

・
男
子
 

9
月
22
日（
火
）・
29
日（
火
） 

3
回
目
以
降
は
別
途
公
示
 

・
女
子
 

9
月
28
日（
月
）　
　
 

 
○
陸
・
海
・
空
一
般
曹
候
補
生
 

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
 

【
一
次
試
験
日
】
 

9
月
19
日（
土
） 

 
○
海
・
空
航
空
学
生
 

高
卒（
見
込
み
含
む
）で
21
歳
未
満
の

者
  

【
一
次
試
験
日
】
 

9
月
23
日（
水
） 

 
■
受
付
期
間

8
月
1
日（
土
）〜
9
月
11
日（
金
） 

 
■
問
合
せ
先

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部（
本
部
） 

☎
0
5
5（
2
5
3
）1
5
9
1

自
衛
官
等
募
集

■申込・問合せ先
　笛吹市社会福祉協議会 
　・本所（八代地域事務所）　 
　　　　　　　　　　　☎055（265）2240 
　・石和地域事務所　　☎055（262）1267 
　・御坂地域事務所　　☎055（263）0848 
　・一宮地域事務所　　☎0553（47）2288 
　・境川地域事務所　　☎055（266）5911 
　・春日居地域事務所　☎0553（26）3667 
　・芦川地域事務所　　☎055（298）2170
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「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
参
加

企
業
募
集

   市
が
主
体
と
な
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

甲
府
、
笛
吹
市
商
工
会
の
協
力
で
「
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
い
ま
す
。
 

同
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
企
業
を
募
集

し
ま
す
。
 

 
■
日
時

10
月
27
日（
火
）　
午
後
1
時
〜
4
時
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室
 

■
募
集
企
業
数

先
着
30
社（
市
内
に
本
社
・
支
店
ま

た
は
、
事
務
所
等
が
あ
る
企
業
）
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
対
象
求
職
者

来
春
新
規
学
卒
予
定
者（
高
校
・
大
 

学
）、
未
就
職
者
、
再
就
職
者（
I
・

U
タ
ー
ン
希
望
者
を
含
む
）
 

 
■
申
込
方
法

　
観
光
商
工
課
に
用
意
し
て
あ
る
参

加
申
込
書
に
記
入
し
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
　
 

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

■
募
集
受
付
　
8
月
3
日（
月
）か
ら
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

商
工
労
働
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の

永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
支
給
要
件

①
父
ま
た
は
母（
養
育
者
）
 

・
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
る
こ
と
 

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
 

 ②
対
象
児
童
 

・
20
歳
未
満
で
、
障
が
い
の
程
度
が
※

1
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
 

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
 

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
年
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
 

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

な
い
こ
と
 

 
※
1
【
対
象
児
童
の
障
が
い
の
程
度
】

　
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
お
お

む
ね
次
の
と
お
り
で
す
が
、
原
則
と

し
て
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
っ
て
認

定
し
ま
す（
身
体
障
害
者
手
帳
や
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
、
診
断
書

を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
 

 

○
手
当
1
級
 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
1
級
 

　
･
2
級
程
度
に
該
当
す
る
方
 

 ・
療
育
手
帳
「
Ａ
―
1
、
Ａ
―
2
a
、

Ａ
―
2
b
」
程
度
の
知
的
障
が
い
、

ま
た
は
、
同
程
度
の
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
 

 ○
手
当
2
級
 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね
3
級

程
度（
下
肢
障
が
い
な
ど
は
一
部
4

級
程
度
ま
で
）に
該
当
す
る
方
 

 ・
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る

程
度
の
知
的
障
が
い
、
ま
た
は
、
同

程
度
の
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
 

 
■
支
給
制
限

　
手
当
を
請
求
す
る
方（
原
則
は
父
）

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
も
し
く
は
扶

養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
金

額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

 
■
手
当
月
額（
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
） 

○
1
級
　
5
万
7
5
0
円
　
　
　
　
 

○
2
級
　
3
万
3
8
0
0
円
 

 
■
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

（
ア
）請
求
者
と
対
象
児
童
が
記
載
さ
れ

た
戸
籍
謄
本
 

 （
イ
）世
帯
全
員
の
住
民
票（
外
国
人
の
 

方
は
、
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
て

い
る
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書
）
 

 （
ウ
）所
定
の
診
断
書（
用
紙
は
福
祉
事
 

務
所
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
） 

 （
エ
）そ
の
他
必
要
な
書
類
 

 ※
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者

の
皆
さ
ん
へ

「
所
得
状
況
届
」（
前
年
〔
平
成
20

年
中
〕
の
所
得
状
況
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

○
受
付
期
間
 

8
月
11
日（
火
）〜
9
月
10
日（
木
） 

 　
こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、

手
当
の
支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
 

い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1
 

  

   身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
で

永
続
す
る
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
該
当
す
る
障
が
い
程
度

　
支
給
対
象
と
な
る
方
の
障
が
い
程

度
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
障
が
い
程
度
に
よ
っ
て

は
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
○
身
体
障
害
者
手
帳
1
級（
視
力
･
聴

覚
障
害
な
ど
一
部
2
級
）程
度
の
重

複
障
が
い
が
あ
る
方
 

 
○
最
重
度
程
度
の
知
的
障
が
い
や
同
程

度
以
上
の
精
神
障
が
い
が
あ
る
方
 

 
■
手
当
月
額
　
2
万
6
4
4
0
円
 

　
な
お
、
施
設
等
入
所
・
入
院（
3

カ
月
以
上
継
続
）さ
れ
て
い
る
場
合

や
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1
 

 
特
別
障
害
者
手
当
の
お
知
ら
せ

障
害
児
福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

   身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
永
続
す

る
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未

満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

 
■
該
当
す
る
障
が
い
程
度

　
支
給
対
象
と
な
る
方
の
障
が
い
程

度
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
障
が
い
程
度
に
よ
っ
て

は
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
○
身
体
障
害
者
手
帳
が
1
級
程
度（
両

手
指
欠
損
な
ど
一
部
の
2
級
）に
該

当
す
る
方
 

 ○
療
育
手
帳
が
Ａ
―
2
a
程
度
の
知
的

障
が
い
、
ま
た
は
、
同
程
度
以
上
の

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
 

※
児
童
の
年
齢
が
3
歳
未
満
の
場
合
は
、

支
給
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
 

 
■
手
当
月
額
　
1
万
4
3
8
0
円
 

 　
な
お
、
施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る

場
合
や
障
が
い
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る（
受
け
ら
れ
る
）

場
合
、
ま
た
、
所
得
制
限
な
ど
に
よ

り
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

※
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
福
祉
手
当
受
給
資
格
者
の
皆
さ

ん
へ

「
所
得
状
況
届
」（
前
年
〔
平
成
20

年
中
〕
の
所
得
状
況
）を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 
○
受
付
期
間
 

8
月
11
日（
火
）〜
9
月
10
日（
木
） 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

  　
 

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
障
が
い
者
な

ど
の
生
活
を
補
助
す
る
日
常
生
活
用
具

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
 

■
内
容

○
介
護
・
訓
練
支
援
用
具（
特
殊
マ
ッ
 

ト
、
体
位
変
換
器
、
移
動
用
リ
フ
ト

な
ど
）
 

 ○
自
立
生
活
支
援
用
具
（
入
浴
補
助
用
 

具
、
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
な
 

ど
）
 

※
火
災
発
生
の
感
知
や
避
難
が
著
し
く

困
難
な
方
が
対
象
で
す
。
 

※
火
災
警
報
器
は
、
消
防
法
改
正
で
平

成
23
年
5
月
31
日
ま
で
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 ○
在
宅
療
養
等
支
援
用
具（
透
析
液
加

温
器
、
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、
盲
人

用
体
温
計
な
ど
）
 

 ○
情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具（
携
帯

用
会
話
補
助
装
置
、
点
字
器
、
情
報

受
信
装
置
な
ど
）
 

 ○
排
泄（
は
い
せ
つ
）管
理
支
援
用
具（
ス

ト
ー
マ
用
装
具
、
紙
お
む
つ
な
ど
）
 

※
紙
お
む
つ
の
対
象
者
は
、
原
則
3
歳

以
上
の
障
が
い
者（
児
）で
、
ス
ト
ー

マ
造
設
者
、
高
度
の
排
便
機
能
障
害
 

者
、
高
度
の
排
尿
機
能
障
害
者
、
脳

原
性
運
動
機
能
障
害
者
な
ら
び
に
排

便
ま
た
は
排
尿
の
意
思
表
示
が
困
難

で
あ
る
と
更
生
相
談
所
な
ど
の
判
定

に
よ
り
認
め
ら
れ
た
方
で
す
。
 

 ○
住
宅
改
修
費（
手
す
り
の
取
り
付
け
、

床
段
差
の
解
消
な
ど
）
 

　
 

　
日
常
生
活
用
具
の
種
類
に
よ
っ
て

対
象
者
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

日
常
生
活
用
具
給
付
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ
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5,600 
5,400 
5,200 
5,000 
4,800 
4,600 
4,400 
4,200 
4,000

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 

4,057

4,414
4,601

4,693
4,866

5,099

笛　吹　市
単位：百万円 

230 

210 

190 

170 

150
16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 

160
172

179
188

196
205

一人あたり
単位：千円 

上位所得者 一　般 住民税非課税世帯

126万円
（168万円）

67万円
（89万円）

34万円
（45万円）

現役並み
所得者

一　般 低所得者2 低所得者1

67万円
（89万円）

56万円
（75万円）

31万円
（41万円）

19万円
（25万円）

8.80% 
UP

4.20% 
UP

5.23% 
UP

3.68% 
UP

4.79% 
UP 

（見込） 

8.80% 
UP

4.20% 
UP

5.23% 
UP

3.68% 
UP

4.79% 
UP 

（見込） 

7.26％ 
UP

4.16％ 
UP

5.02％ 
UP

4.22％ 
UP

7.26％ 
UP

4.16％ 
UP

5.02％ 
UP

4.22％ 
UP

4.36％ 
UP

4.36％ 
UP

笛吹市国民健康保険で負担する医療給付費（一般被保険者と退職被保険者合わせた額）が50億円
を突破する見込みで、財政を大きく圧迫しています。 

国民健康保険で負担する医療給付費のうち、約半分は、皆さんに国民健康保険税（以下「国保税」）
として負担していただくことになりますので、金額にすると、約25億円（軽減制度等を考慮しない
場合）が国保税として必要になります。さらに、国保税として、後期高齢者支援分と介護保険分が
加わりますので、皆さんの負担は、非常に大きくなります。 

そのため、大きな病気にかからないよう積極的に予防をするなど、一人ひとりが医療費削減に努
めることが重要です。 

これ以上国保税負担を増やさないためにも、皆さん一人ひとりのご協力をお願いします。     

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
介

護
保
険
の
受
給
者
が
い
る
場
合
、
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合

算
し
、
年
間（
毎
年
8
月
〜
翌
年
7
月
）

の
限
度
額
を
超
え
た
時
は
、
申
請
に
よ

っ
て
、
そ
の
超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

 
※
限
度
額
を
超
え
た
額
が
5
0
0
円
未

満
の
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

■
申
請
受
付
時
期
・
申
請
方
法
な
ど

　
現
在
検
討
中
で
す
。
具
体
的
に
決

ま
り
次
第
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

ま
た
は
 

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

新
し
い
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を
送
付

8
月
1
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
新

し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証（
以

下
「
受
給
者
証
」
）を
送
付
し
ま
し
た
。

 
こ
の
受
給
者
証
は
毎
年
所
得
判
定
に

よ
り
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
「
平
成
20

年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
 

得
」
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

■
対
象
者
 

　
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
70
歳（
昭
和
14
年
8
月
1

日
以
前
の
誕
生
日
）か
ら
74
歳
の
方

全
員
に
届
き
ま
す
。
 

　
世
帯
主
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
対
象
者
名
の
確
認
を
必
ず
お
願

い
し
ま
す
。
　
 

　
万
が
一
届
い
て
い
な
い
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
  
 
 

 ※
負
担
割
合
が
１
割
の
方
は
、
平
成
22

年
4
月
1
日
か
ら
2
割
負
担
と
な
り

ま
す
。
  
 

 

限
度
額
認
定
証
・
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
の
申
請
を 

 
8
月
1
日
か
ら
利
用
で
き
る
限
度
額

認
定
証
と
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
交

付
が
必
要
な
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
 

 
○
限
度
額
認
定
証
と
は
 

入
院
時
に
一
部
負
担
金
の
支
払
額
を

限
度
額
ま
で
と
す
る
も
の
  

 ○
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
と
は
 

人
工
透
析
な
ど
の
治
療
を
受
け
た
時
、

一
定
の
自
己
負
担
額
で
済
む
も
の
  
 

 　
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
認
定
証
と

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
有
効
期
限

が
「
平
成
21
年
7
月
31
日
ま
で
」
と

な
っ
て
い
る
方
、
も
し
く
は
新
規
で

必
要
と
な
る
方
は
、
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  
 
 

※
原
則
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
に

未
納
分
が
あ
る
と
限
度
額
認
定
証
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
。
  

■
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は

　
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
限
度
額
認
定
証
の
扱
い

に
な
り
ま
す
の
で
、
限
度
額
認
定
証

交
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
た
だ
し
、
次
の
低
所
得
2
、
低
所
得

1
の
方
は
、
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

さ
ら
に
限
度
額
を
低
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
低
所
得
2
・
1
に
当
て
は
ま
り
、

入
院
の
可
能
性
が
あ
る
方
は
、
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
○
低
所
得
2
 

世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
方（
低
所
得
1
以

外
の
人
）
  
 
 

 
 
 
 

○
低
所
得
1
 

世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保
険
者
が
住

民
税
非
課
税
で
、
必
要
経
費
控
除（
年

金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し

て
計
算
）を
差
し
引
い
た
時
に
0
円

に
な
る
方
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 
 

ま
た
は
各
支
所
 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

18年度は診療報酬改定分を加えています（3.16%） 

負担額（療養給付費+療養費＋高額医療費）

■問合せ先　市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　☎055（262）4111

国民健康保険負担額の推移

合算した場合の限度額（8月から翌年7月までの年額） 
 
○70歳未満の方 

 

 

 

○70歳～74歳までの方 
○75歳以上の方（長寿医療制度の加入者） 

 

 

 

 

※平成21年の申請は、平成20年4月から平成21年7月ま
での分を対象とし、（　）内の限度額を適用する場
合があります。 

降ひょう等による農産物被害農家の方へ　～ 国民健康保険税の減免について ～

■問合せ先　市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　☎055（262）4111　または各支所 
 

自然災害により農作物に被害を受けた農家の方が、次のすべての項目に該当する場合は、本年
度の国民健康保険税の減免対象となります。 

 
○被害の損失額が、前年における農作物の合計収入額の10分の4以上である 
○地方税法で定める前年中の「合計所得金額」が1000万円以下である 
　（ただし、農業所得以外の所得が400万円を超える場合は除く） 

 
減免を受けるには申請が必要です。詳しくは、お問い合わせください。    

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
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生 
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環 

境
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談

お
知
ら
せ

29

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

28

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を

笛
吹
ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト

親子でジャズを楽しもう！ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付（
更
新
）申
請
を

    ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の

あ
る
方
、
ま
た
平
成
20
年
度
所
得
税
課

税
の
た
め
非
該
当
と
な
っ
た
方
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
 

は
、
更
新
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
 

 
■
対
象
　

○
ひ
と
り
親
な
ど
の
住
所
が
本
市
に
あ
 

り
、
平
成
20
年
中
所
得
に
つ
い
て
の

所
得
税
が
非
課
税
の
方
 

○
ひ
と
り
親
な
ど
の
配
偶
者
や
扶
養
義

務
者（
同
居
親
族
）の
平
成
20
年
中
の

所
得
が
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
扶

養
義
務
者
の
所
得
制
限
額
未
満
の
方
 

 
■
受
付
期
間
・
場
所

8
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）（
土
・
日

を
除
く
） 

児
童
課（
南
館
）ま
た
は
各
支
所
 

※
児
童
課
の
み
8
月
9
日（
日
）も
受
け

付
け
ま
す
。
 

 ※
期
間
中
に
手
続
き
で
き
な
い
場
合
は
、 

8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
方
法
・
必
要
な
書
類
に
 

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

〜
　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
と
は
　
〜

 制
度
の
目
的
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
精

神
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た
、

そ
の
家
庭
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
で
す
。
 

 
■
対
象

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
・
養
育
者

と
そ
の
児
童（
満
18
歳
の
誕
生
日
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
 

○
両
親
の
い
な
い
児
童
 

 
■
助
成
条
件

○
申
請
者
が
所
得
税
非
課
税
で
あ
る
こ

と
 

○
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得

額
が
、
定
め
ら
れ
た
所
得
制
限
以
下

で
あ
る
こ
と
 

 
■
申
請
方
法

　
健
康
保
健
証
と
印
か
ん
を
持
参
し
 

て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
所
得
課
税
証
明（
1
月
1

日
に
本
市
に
住
所
の
無
い
方
）や
戸

籍
謄
本（
と
う
ほ
ん
）が
必
要
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

　
申
請
後
、
該
当
者
に
は
受
給
資
格

者
証
を
交
付
し
ま
す
。
 

 　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

        臨
床
医
と
し
て
の
豊
か
な
経
験
を
も

と
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
坂
本
先

生
が
「
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
分
か

り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
お

話
し
し
ま
す
。
 

 
■
日
時
　
9
月
11
日（
金
） 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

■
場
所

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

■
講
師

坂
本
玲
子
先
生（
山
梨
県
立
大
学
人

間
福
祉
学
部
准
教
授
）
 

■
定
員
　
1
5
0
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
で
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

   幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
先

輩
マ
マ
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え

ま
す
。
  

 
■
対
象

入
園
、
入
所
を
考
え
て
い
る
保
護
者

と
子
ど
も
　
　
30
組
  

■
日
時

８
月
7
日（
金
）
 

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら
 

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
  
 

■
場
所

一
宮
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル

　
  

■
内
容
  

○
学
習
会
  

○
現
在
、
市
内
、
市
近
隣
に
通
園
中
の

園
児
を
も
つ
保
護
者
と
の
座
談
会（
な

ん
で
も
Q
＆
A
）
 

※
講
座
、
座
談
会
中
は
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
ス
タ
ッ
フ
と
中
学
生
が
同
じ

会
場
内
で
遊
び
ま
す
。
  

■
参
加
費
　
無
料
  

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
 　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い

ち
の
み
や
」
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

幼
稚
園
・
保
育
園
　
わ
が

子
は
ど
っ
ち
？ 

  

子
育
て
講
演
会

「
〜
愛
情
・
自
立
・
信
頼
〜

勇
気
づ
け
の
子
育
て
」

   現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た

め
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当

す
る
方
に
「
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
 

も
、
受
給
資
格
継
続
の
た
め
、
必
ず
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

　
こ
の
手
当
は
、
父
親
と
生
計
を
別

に
し
て
い
る
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家

庭
の
生
活
安
定
と
自
立
促
進
の
た
め
、

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
児
童
の

福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。
 

 
■
受
給
資
格

0
歳
か
ら
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
、

母
ま
た
は
母
に
代
わ
る
養
育
者
が
養

育
し
て
い
る
方
 

 
※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

 

■
支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
　
　
 

・
父
が
死
亡
し
た
児
童（
遺
族
年
金
受

給
者
を
除
く
）
 

・
父
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童
　
　
 

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
 

・
父
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
　
 

・
父
が
引
き
続
き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童
 

・
未
婚
の
母
の
子
　
 

・
棄
児（
き
じ
）
 

 
■
支
給
額
　

○
手
当
月
額
　
 

・
全
額
支
給
 

4
万
1
7
2
0
円
 

・
一
部
支
給
 

4
万
1
7
1
0
円
〜
9
8
5
0
円
 

○
第
2
子
加
算
額
　
　
　
5
0
0
0
円
 

○
第
3
子
以
降
加
算
額
　
3
0
0
0
円
 

 
■
手
当
の
支
給

　
毎
年
4
月
・
8
月
・
12
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分（
４
カ
月
分
）ま
で

を
支
給
し
ま
す
。
 

 
■
受
付
期
間
・
場
所

8
月
3
日（
月
）〜
14
日（
金
）（
土
・
日

を
除
く
） 

児
童
課（
南
館
）ま
た
は
各
支
所
 

※
児
童
課
の
み
8
月
9
日（
日
）も
受
け

付
け
ま
す
。
 

※
期
間
中
に
手
続
き
で
き
な
い
場
合
は
、 

8
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
方
法
・
必
要
な
書
類
に
 

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

   市
で
は
、
子
育
て
事
業
の
一
環
と
し
 

て
、
親
子
で
楽
し
む
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
シ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
皆
さ
ん
が
、
童
 

謡
・
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ナ
ン
バ
ー
の
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
 

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
 

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
対
象

市
内
在
住
の
親
子
　
3
0
0
人
 

■
日
時

9
月
13
日（
日
） 

開
場
　
午
後
1
時
 

開
演
　
午
後
1
時
30
分
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室
 

■
曲
目

崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
・
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
・
大
き
な
古
時
計
・
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
な
ど
 

 
■
入
場
料
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
、
児
童
課
ま
た
は
各

支
所
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

8
月
14
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。
 

 
■
主
催
　
笛
吹
市
 

 
■
協
力

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

　
　
　
　
　
 

  

子
育
て
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予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期�

平成21年5月生まれ

平成20年8月生まれ

平成10年8月生まれ

通知発送対象児

現在接種のおすすめを
控えています

乳
幼
児
予
防
接
種
通
知
対

象
者

農
薬
を
散
布
す
る
時
は

周
辺
の
住
環
境
や
農
作
物

に
ご
注
意
を

ふるさとの四季を写真に 

農
地
を
譲
っ
て
く
だ
さ
る

方
探
し
て
い
ま
す

   次
の
地
域
で
農
地
を
譲
っ
て
く
だ
さ

る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
 

 
御
坂
町
井
之
上
付
近
 

2
0
0
0
〜
3
0
0
0
m2

 

希
望
買
受
価
格
　
6
0
0
万
円
程
度
 

 ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
の
遊
休
農
地
化
を
防
ぐ
た
め
に
、

農
地
を
貸
し
た
い
場
合
、
借
り
た
い
場

合
の
あ
っ
せ
ん
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
が
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 
第
3
回
や
ま
な
し
農
村
風

景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

   四
季
折
々
の
県
内
の
農
村
の
景
観
、

農
作
業
や
生
活
の
様
子
な
ど
の
写
真
を

募
集
し
ま
す
。
 

募
集
作
品
の
テ
ー
マ
は
「
農
村
の
四
 

季
」
で
す
。
　
 

 
■
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
 

 

■
応
募
作
品
の
規
定

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
切
 

■
応
募
方
法

　
作
品
は
、
県
農
政
部
耕
地
課
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
山
梨
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加

盟
店（
写
真
店
）に
持
参
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

■
応
募
締
切

８
月
31
日（
月
）当
日
消
印
有
効
 

 詳
し
く
は
、
山
梨
県
農
政
部
耕
地
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

h
ttp

://w
w
w
.p
ref.y

am
an

ash
i.jp

/k
ouchi/P

hotocon3.htm
l

　
 

 
■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
0
―
8
5
0
1
 

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
―
6
―
1
 

山
梨
県
農
政
部
　
耕
地
課
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
6
2
7
 
 

 

   対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
で
野
生
動
物
に
よ

る
被
害
を
防
ご
う
！

   市
内
で
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
類
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
た
 

め
、
市
で
は
、
鳥
獣
害
防
止
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
、
農
家
だ

け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な

ど
が
民
家
近
く
や
庭
先
に
出
没
し
て
い

ま
す
。
 

ま
ず
は
、
人
と
野
生
動
物
の
生
活
場

所
が
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
野
生
動

物
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
 

 
①
野
生
動
物
の
エ
サ
場
に
な
り
ま
す
の
 

で
、
庭
先
の
果
樹
・
野
菜
な
ど
の
未

収
穫
物
や
家
庭
の
生
ゴ
ミ
等
を
放
置

せ
ず
、
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ②
耕
作
放
棄
地
は
野
生
動
物
の
隠
れ
場

と
な
り
ま
す
の
で
、
刈
り
払
い
な
ど

の
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
農
作
物
被
害
は
報
告
を

　
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
各
地

区
の
代
表
者
を
通
し
て
、
各
支
所
へ
 

「
被
害
の
場
所
・
面
積
・
量
・
金
額
 

等
」
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
鳥
獣
害
防
止
事
業
は
、
各
地
域
の
協

力
が
無
け
れ
ば
実
施
す
る
こ
と
が
困

難
で
す
。
 

地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

産
業
観
光
部
 
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
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1
 

  

■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

   
 

農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
農
薬
を
取

り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち
ろ
ん
、
農
薬

が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農
作
物
に
飛
散

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
■
住
宅
地
周
辺
で
の
農
薬
散
布
時
は

事
前
に
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に

連
絡
し
、
散
布
方
法
や
時
間
帯
に
注

意
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
農
薬
残
液
処
理
は
適
正
に

農
薬
の
残
液
を
河
川
等
に
流
す
と
、

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

農
薬
は
、
一
度
の
散
布
で
使
い
き

れ
る
量
を
調
整
し
、
残
液
は
散
布
む

ら
の
調
整
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
散
布
に
使
用
し
た
器
具
や

容
器
を
洗
浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や

河
川
等
に
直
接
排
水
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
 

 

■
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
農
薬
散
布

農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る

適
用
作
物
、
使
用
濃
度
、
使
用
時
期

や
使
用
回
数
な
ど
の
安
全
使
用
基
準

や
注
意
事
項
を
守
っ
て
散
布
し
ま
し

ょ
う
。
 

 

■
事
業
所
や
家
庭
で
も
ご
注
意
を

樹
木
・
花
だ
ん
な
ど
の
病
害
虫
防

除
や
駐
車
場
な
ど
で
除
草
剤
を
散
布

す
る
場
合
で
も
、
周
辺
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
農
作
物
に
農
薬
が
飛
散
す
る
 

と
、
出
荷
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 

■
農
薬
の
空
き
容
器
・
空
袋
な
ど
の
処

理
許
可
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業

者
な
ど
に
委
託
す
る
な
ど
、
適
正
に

処
分
し
ま
し
ょ
う
。
 

 
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
に
は
、
農
家
だ
け
で
な
く
地
域

で
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

 

市では、地元で生産された新鮮

な農産物を地元で消費する「地産

地消」活動を進めるため、笛吹市

地産地消推進計画をつくることに

なりました。 

これから笛吹市が、「地産地消」

をどのように進め、どのようにし

たら市民の皆さんに「地産地消」

について理解を深めてもらえるの

かを、考えてみませんか。 

「地産地消」に関心があり、計

画づくりを一緒に考えていいただ

ける方は、ぜひご応募ください。 

■応募資格　　　　市内在住で、「地産地消」に関心のある方 
■募集人数　　　　2人（応募多数の場合は、抽選で決定） 
■受付期間　　　　8月3日（月）～28日（金） 
■応募・問合せ先　産業観光部　農林振興課　農産推進担当　　☎055（262）4111

生
活
・
環
境
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結
婚
相
談
所

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
所

   結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

・
8
月
7
日（
金
） 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

 
・
8
月
23
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

 受
付
は
両
日
と
も
に
4
時
ま
で
 

 
■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

 
※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

【
持
ち
物
】
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

  （
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

で
は
、
土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関

す
る
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業

協
力
会
会
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
 

す
。
 

 
■
日
時

・
8
月
19
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
 

 
・
10
月
21
日（
水
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
 

 
■
場
所

市
役
所
南
館
　
３
階
大
会
議
室
 

 
※
予
約
不
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
6
3
8
 

（
担
当
　
岡
） 

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

  お
子
さ
ん
の
目
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て

か
ら
目
に
障
が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る

方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の

こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
れ
は
、
県
立
盲
学
校
へ
の
入
学
相

談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
■
日
時

８
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

 
■
場
所

県
立
盲
学
校
　
 

（
甲
府
市
下
飯
田
2
―
10
―
2
）
 

 
 
 

■
相
談
料
　
無
料
 

 
■
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
 

（
受
付
　
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
 

時
）
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
視
覚
障
害
教
育

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
2
6
）3
3
6
1
 

（
担
当
　
佐
田
）
 

農
業
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

新
規
就
農
者
相
談
会
i
n

や
ま
な
し

    新
規
就
農
者
を
確
保
す
る
た
め
、
山

梨
県
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
と
山
梨
県
指

導
農
業
士
会
・
山
梨
県
青
年
農
業
士
会

の
共
催
に
よ
り
、
就
農
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

農
業
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
時

8
月
8
日（
土
）・
9
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

 
■
場
所

恩
師
林
記
念
会
館
2
階
特
別
会
議
室
 

（
舞
鶴
城
公
園
内
）
 

　
 

■
内
容

○
山
梨
県
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

就
農
支
援
制
度
や
研
修
な
ど
の
紹
介
 

 ○
指
導
農
業
士
や
青
年
農
業
士
に
よ
る

農
業
な
ど
の
相
談
 

 ○
県
内
の
農
業
生
産
法
人
な
ど
に
よ
る

就
農
に
つ
い
て
の
相
談
 

 ○
果
樹
・
野
菜
・
花
き
な
ど
の
栽
培
に

関
す
る
相
談
 

 詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
山
梨
県
農
業
振
興
公
社（
山
梨
県
就

農
支
援
セ
ン
タ
ー
）
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）5
7
4
7
　
 

・
山
梨
県
農
政
部
農
業
技
術
課
 

担
い
手
・
企
業
参
入
担
当
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
6
1
9

   「
平
成
20
年
度
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
」
で
助
成
し
た
事
業
の
実

績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

※
見
学
自
由
 

■
日
時
　
8
月
7
日（
金
） 

午
後
1
時
30
分
〜
5
時
30
分
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室
 

■
発
表
者
　
助
成
団
体（
た
だ
し
、
事

務
局
が
要
請
し
た
団
体
、
発
表
団
体

以
外
の
事
業
内
容
は
資
料
公
開
の
み
） 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

   
地
域
振
興
促
進
助
成
事
業

の
実
績
報
告
会

   平
成
20
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
 

況
・
個
人
情
報
運
用
状
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 
■
情
報
公
開
実
施
状
況

　
笛
吹
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
た
平
成
20
年
度
の
公
文
書

の
開
示
等
に
つ
い
て
の
実
施
状
況
で
 

す
。
 

・
請
求
件
数
　
6
件
 

・
開
示
　
　
　
1
件
 

・
部
分
開
示
　
4
件
 

・
非
開
示
　
　
0
件
 

・
対
象
外
　
　
1
件
 

 
■
個
人
情
報
運
用
状
況

　
笛
吹
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基

づ
く
平
成
20
年
度
の
運
用
状
況
で
 

す
。
 

・
フ
ァ
イ
ル
簿
届
出
　
32
件
 

・
目
的
外
利
用
提
供
 
6
件
 

※
フ
ァ
イ
ル
簿
と
は
、
市
の
各
担
当
課

が
個
人
情
報
を
保
有
す
る
場
合
に
、

そ
の
内
容
や
利
用
目
的
な
ど
を
記
載

し
て
市
長
に
届
出
を
行
う
帳
簿
の
こ

と
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

情
報
公
開
実
施
状
況
・
個

人
情
報
運
用
状
況

   市
で
は
、
県
内
の
他
市
町
村
等
と
合

同
で
、
市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。
 

 
■
参
加
資
格

　
滞
納
者
本
人
な
ど
を
除
き
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

■
期
日

8
月
20
日（
木
） 

■
場
所

東
八
代
合
同
庁
舎
３
階
大
会
議
室
 

■
公
売
方
法
　
入
札
 

 
※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
入
札
日
に
は
、
現
金
で
公
売

保
証
金
の
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

 詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
収
税
課
ま
た
は
各
支
所
、
県
税

事
務
所
な
ど
に
あ
る
「
合
同
不
動
産
公

売
案
内
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
収
税
課
　
収
納
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

差
し
押
さ
え
不
動
産
公
売

■問合せ先　経営政策部　経営企画課　経営政策担当　☎055（262）4111  
　　　　　　山梨県　企画部　統計調査課　　　　　　☎055（223）1343 
 
 

9月から11月まで、「平成21年全国消費実態調査」が実施されます。 この調査は、家計の実態を所得、消費、
資産の面からバランスよく総合的に把握する統計調査として、昭和34年以来5年ごとに実施されています。
調査世帯は、全国の全世帯の中から統計的な方法により選定された2人以上の世帯と単身の世帯です。調査員が

調査世帯を訪問し、2人以上の世帯は3カ月間、単身世帯は2カ月間、それぞれ家計簿の記入などをお願いします。
この結果は、国や都道府県の各種行政施策や消費・経済の分析のための貴重な資料となりますので、ご協

力をお願いします。なお、調査で集められた個人情報は「統計法」によって厳重に保護されますので、あり
のままをご記入ください。

３４
年
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  昭
和
34
年
8
月
の
台
風
に
よ
る
大
災

害
か
ら
50
年
と
な
る
節
目
を
迎
え
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時
　
8
月
29
日（
土
） 

開
場
　
午
後
1
時
 

開
演
　
午
後
1
時
30
分
 

■
場
所
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
 

■
定
員
　
7
0
0
人（
要
事
前
申
込
）
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
主
催
　
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道

事
務
所
・
富
士
川
砂
防
事
務
所
ほ
か
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
事
業
局
 

☎
0
5
5（
2
3
1
）3
1
2
1



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

34

ご
存
知
で
す
か
？
建
退
共

制
度     建

退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
退
職
金
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、

そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
時
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。
 

■
加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方
 

■
対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
 

■
掛
金
　
日
額
3
1
0
円
 

■
特
徴

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
。
申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
 

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
 

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
 

○
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
す
が
、
法
人

は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し

て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

な
り
ま
す
。
 

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

 

詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

://w
w
w
.k
en

taik
y
o.taisy

ok
u
k
i

n.go.jp/

■
問
合
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
 

山
梨
支
部
 

☎
0
5
5（
2
3
5
）4
4
2
1
 

 
退
職
金
は
国
の
制
度
で

  中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の

退
職
金
制
度
で
、
掛
金
助
成
や
税
法
上

の
優
遇
な
ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

h
ttp

://ch
u
taik

y
o.taisy

ok
u
k
in
.g
o.j

p/  ■
問
合
せ
先

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
 

☎
0
3（
3
4
3
6
）0
1
5
1

お
詫
び
と
訂
正

7
月
号
16
ペ
ー
ジ
掲
載
「
第
1
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
」
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
表
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
「
前
年
の
合
計
所
得

金
額
は
・
・
・
」
の
②
の
金
額
は
、
正

し
く
は
「
1
2
5
万
円
以
上
2
0
0
万

円
未
満
」
で
す
。
 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

 

件　　　　名

かすがい東保育所建築主体工事 

Microsoft System Center ConfigManagerライセンス購入 

笛吹市立小中学校セキュリティサーバ等備品購入 

笛吹市内小中学校　印刷機購入 

八代町配水管布設実施設計業務委託 

境川町配水管布設実施設計業務委託 

下水道管渠実施設計委託第1工区(一宮) 

御坂西保育所エアコン取付工事 

市道石和454号線側溝改修工事 

御坂東小学校　FAX付コピー機レンタル 

八代小学校　コピー機レンタル 

境川支所　コピー機レンタル 

境川支所　カラーコピー機レンタル 

一宮学校給食共同調理施設地質調査業務委託 

かすがい東保育所厨房設備工事 

かすがい東保育所電気設備工事 

かすがい東保育所機械設備工事 

笛吹市役所本庁舎耐震診断業務委託 

場　　所

春日居町加茂　 

石和町　 

市内 

市内６校 

八代町　 

境川町　 

一宮町一ノ宮　 

御坂町夏目原　 

石和町東油川　 

御坂町　 

八代町　 

境川町藤垈 

境川町藤垈 

一宮町東原　 

春日居町加茂　 

春日居町加茂　 

春日居町加茂　 

石和町市部 

予定価格（円）

¥177,000,000 

¥2,700,000 

¥3,700,000 

¥6,500,000 

¥1,900,000 

¥2,000,000 

¥5,400,000 

¥1,900,000 

¥2,200,000 

¥20,000 

¥30,000 

¥20,000 

¥20,000 

¥1,000,000 

¥16,000,000 

¥31,000,000 

¥44,000,000 

¥3,800,000

決定額（円）

¥149,000,000 

¥2,389,000 

¥2,840,000 

¥480,000 

¥850,000 

¥900,000 

¥1,560,000 

¥1,790,000 

¥2,100,000 

¥12,240 

¥15,800 

¥14,472 

¥14,500 

¥490,000 

¥15,200,000 

¥29,200,000 

¥32,900,000 

¥3,682,000

決　定　業　者

風間建設（株） 

（株）小林事務機 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

（株）マルモ 

（株）山水コンサルタント　笛吹支店 

（株）山水コンサルタント　笛吹支店 

新都上下水道設計社（株）　山梨支社 

（有）中村住電設備 

（有）荻野土建 

（株）甲陽 

（株）マルモ 

（株）正直堂 

（株）正直堂 

（株）東洋コンサルタント　山梨営業所 

（株）山梨日立 

（株）滝沢電気 

（有）タナカ設備 

一級建築士事務所　佐藤設計 

入　札　日

平成21年6月2日 

平成21年6月4日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

平成21年6月11日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

（金額は税抜き価格です） 

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

環境 環境 NEWS!!NEWS!!

　家庭から出る生ごみの減量化を推進し、たい肥化による資源の有効利用を図り、公衆衛生・生活環境を
保全するための制度です。 
 
■対象者 次のいずれかに該当する方　①市の住民基本台帳に記録され、市内在住の方 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②その他市長が必要と認める方 
■補助金額 生ごみ処理機等１台または１個当たりの購入費の2分の1以内 
 ただし、限度額があります。（100円未満は切り捨て） 
■補助限度額 ・電気式生ごみ処理機 25,000円まで 
 ・コンポスター 5,000円まで 
 ・ＥＭ処理機 1,000円まで 
※補助を受けられるのは、電気式生ごみ処理機は１世帯につき１台、 
　コンポスター・ＥＭ処理機は2個が限度です。 
■補助金交付までの流れ
①申請・・・・・・ごみ減量課または各支所へ申請してください。 
 　　【持ち物】領収書または支払い済み金額が確認できる書面、保証書（電気式生ごみ処 
　　　　　　　　　　　　　　理機）、印かん、振込先の預金通帳 
②決定通知書・・・申請者の自宅に送付します。 
③補助金交付・・・交付決定してから約１カ月後に指定口座へ補助金を振り込みます。 

野良猫にえさを与えないで！ アライグマ調査にご協力を 
 特定外来生物アライグマによる農作物

への被害や人家への侵入など、生活に不
安をもたらす事態が懸念されています。 

昨年度は、県内で45件の目撃情報があ
りました。 

県内で定着が進んでいるアライグマの
生息状況を把握し、防除対策のための基
礎データにするため、調査を行います。 

アライグマを目撃した方は、ごみ減量
課環境担当までご連絡ください。 

　最近、野良猫が増えて困るという
苦情が寄せられています。次のこと
にご注意ください。 
 
○野良猫にはえさを与えないようにしましょう。 
○飼い猫は首輪をつけて、室内で飼いましょう。 
○猫は自由に繁殖させていると、1年後には10匹に増え

ます。飼い主のいない猫を増やさないよう、不妊去
勢手術を実施しましょう。 
市では、手術に補助金を出しています。詳細につい
ては、手術をする前にお問い合わせください。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 

055（261）2044 
または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 
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縄
文
人
が
作
っ
た
、
か
わ
い
ら

し
い
顔
の
「
ど
ぐ
う
」
。
縄
文
人

に
負
け
な
い
ど
ぐ
う
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

■
日
時 

8
月
30
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 

■
材
料
費
　
2
0
0
円
 

※
申
込
不
要
 

   開
館
か
ら
21
年
目
を
迎
え
た
釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
。
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
写
真
パ
ネ
ル
で
振
り
返
り

ま
す
。
 

■
期
間
　
9
月
7
日（
月
）ま
で
 

   釈
迦
堂
遺
跡
で
は
、
縄
文
土
器

や
土
偶
以
外
に
も
縄
文
人
の
道
具

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

不
思
議
な
道
具
の
使
い
方
を
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

■
期
間
　
9
月
7
日（
月
）ま
で
 

  
　
 釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
は
、
縄
文

時
代
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
。
自
由

研
究
で
「
縄
文
時
代
」
を
調
べ
る

な
ら
、
ま
ず
は
釈
迦
堂
で
縄
文
土

器
や
土
偶
、
弓
矢
を
見
て
み
よ
う
。

質
問
や
疑
問
、
お
待
ち
し
て
い
ま
 

す
。
 

   当
館
で
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
新

小
学
１
年
生
に
配
布
し
て
い
る
「
利

用
券（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）」

お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
本
人
と
同

伴
の
家
族
の
入
館
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
入
館
ご
と
に
押

す
ス
タ
ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
 

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

（
２
〜
６
年
生
は
、
以
前
配
布
し

た
も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
 

        

日
曜
の
午
前
中
は
ど
ぐ
う
作
り
！

企
画
展
開
催
中
「
し
ゃ
か
ど
う

の
歩
み
パ
ネ
ル
展
」

利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

釈
迦
堂
遺
跡
の
「
？
」
な
道
具

た
ち
展

自
由
研
究
の
質
問
・
ぎ
も
ん
、

し
ゃ
か
ど
う
で
解
決
し
よ
う
！

Y

6月7日、笛吹市自然体験教室「兜（かぶと）山ハ
イキング」を開催しました。当日は好天にも恵まれ、
市内各地から参加した親子33人が楽しい一日を過
ごしました。 

最近は、自然の中で親子が触れ合う時間が少な
くなっており、この機会に親子の交流を深めても
らえればと思い体験教室を実施しましたが、当日
の参加者アンケートからもそのことがうかがえま
した。「子どもと一緒に参加しました。普段身体
を動かすことがないので、いい体験ができました」、
「親子でハイキングに行くのは初めてでした。思い出に残る一日となりました」、「気持ちもよく、
岩場があり、頂上は景色がきれいで感動しました。子どもも元気でびっくりです」私たちコーディネー
ターも全員参加して、親子の触れ合う姿を近くで見ることができました。 

市内には、山梨百名山が９座ありますが、皆さんはご存知ですか。「笛吹市トレッキングガイド」
に山のコースガイドが載っていますので、夏休みには、身近にある名山に親子でチャレンジしてみ
てはいかがでしょうか。きっと自然の中でしか得られない大きな感動が味わえると思います。 

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎055（261）3339

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
 

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

　（
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円
 

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3
 

 

Kokuho Fuefuki
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朝早くから作業を行う参加者 

テ
ー
マ
は 

地
域
か
ら
の
発
信 

気迫のこもった演奏を披露 

も
ぎ
た
て
・
新
鮮 

と
う
も
ろ
こ
し 

と
う
も
ろ
こ
し
i
n
八
代
・
境
川

八
代
町
・
境
川
町
に
あ
る
農
産
物

直
売
所
で
、地
産
地
消
の
一
環
と
し
て
、

収
穫
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

6
月
14
日
の
八
代
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

ー
ム
ま
つ
り
に
は
、
朝
採
り
と
う
も

ろ
こ
し
を
求
め
る
来
場
者
の
長
い
列
 

が
。
ま
た
、
野
菜
な
ど
の
出
荷
先
で

あ
る
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
共
同
で

農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
東

京
か
ら
訪
れ
た
参
加
者
が
、
と
う
も

ろ
こ
し
収
穫
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

6
月
16
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
i
n
境
川
」

で
は
、
期
間
中
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

や
抽
選
会
な
ど
も
開
か
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
 

とうもろこし畑で収穫体験 

消
防
署
で
研
修 

はしご付消防自動車を体験 

6
月
6
日
、
御
坂
13
号
線
で
街
路

樹
の
実
の
除
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

こ
れ
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
県
内
外
か
ら
フ
ル
ー
ツ
狩
り

な
ど
で
御
坂
町
を
訪
れ
る
観
光
客
な

ど
を
、
気
持
ち
良
く
迎
え
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

地
域
審
議
会
、
区
長
会
、
観
光
協

会
フ
ル
ー
ツ
部
会
、
笛
吹
交
通
安
全

協
会
、
沿
線
地
区
環
境
指
導
員
、
市

議
会
議
員
、
消
防
団
員
な
ど
が
参
加

し
、
街
路
樹
で
あ
る
花
桃
の
実
を
も

ぐ
作
業
に
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
 

 観
光
シ
ー
ズ
ン
に 

向
け
て 

御
坂
１３
号
線
街
路
樹
の
実
の

除
去
作
業

5
月
30
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

で
、笛
吹
市
民
講
座（
ス
コ
レ
ー
大
学
）

開
学
式
と
山
梨
園
芸
高
校
す
い
れ
き

太
鼓
部
に
よ
る
記
念
公
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
の
笛
吹
市
民
講
座
は
、「
地

域
か
ら
の
発
信
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

お
り
、
地
域
の
若
者
た
ち
が
懸
命
に

取
り
組
む
姿
を
来
場
者
に
感
じ
て
も

ら
い
、
生
涯
学
習
振
興
に
つ
な
げ
よ

う
と
記
念
公
演
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
約
3
0
0
人
が
来
場
し
、

同
部
員
に
よ
る
大
太
鼓
や
津
軽
三
味

線
な
ど
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 〜
ふ
え
ふ
き
の
風
〜
和
太
鼓
・

津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
i
n
ス
コ
レ
ー

6
月
2
日
、
笛
吹
消
防
署
で
、
石

和
地
区
高
齢
者
学
級
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

石
和
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
」
が
、
現
地

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

同
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
が
自
主
的

に
学
び
自
己
を
高
め
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
の
事
業
と
し
て
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
施
設

や
設
備
な
ど
を
見
学
し
、
火
災
予
防

や
1
1
9
番
の
か
け
方
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
 

リ
ー
ダ
ー
の
谷
戸
さ
ん
は
、「
自

分
の
財
産
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に

気
を
付
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
 

た
。
 

石
和
地
区
高
齢
者
学
級

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
石
和



図
書
館
情
報

図
書
館
情
報

39 38

●
タ
ン
タ
ン
夏
祭
り
お
は
な
し
会
 

（
通
常
の
タ
ン
タ
ン
は
お
休
み
）
 

8
月
20
日（
木
）
 
 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
　
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

「
夏
休
み
ア
ニ
メ
映
画
会
」
 

8
月
1
日（
土
）・
8
日（
土
）・
15

日（
土
）・
22
日（
土
）・
29
日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
夏
休
み
名
画
鑑
賞
会
 

8
月
20
日（
木
）午
後
2
時
か
ら
 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

8
月
1
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

8
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

8
月
21
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

8
月
5
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
か
ら
　
 

●
真
夏
の
お
は
な
し
会
 

8
月
7
日（
金
） 

午
後
２
時
か
ら
 

●
リ
サ
＆
ガ
ス
パ
ー
ル
お
は
な
し

会
 

8
月
2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
23

日（
日
）・
30
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

8
月
19
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

 

平
　
　
　
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

8
月
20
日（
木
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や 

も
も（
乳
幼
児

向
け
）
 

8
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小

学
生
向
け
）
 

8
月
8
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

8
月
15
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

8
月
22
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
 

 平
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

5
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）・
31
日（
月
） 

●
一
宮
図
書
館
 

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
16
日（
日
）

【
大
文
字
焼
き
】
・
17
日（
月
）・
24

日（
月
）・
31
日（
月
） 

●
八
代
図
書
館
 

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
） 

●
境
川
図
書
室
 

2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
16
日（
日
）・

23
日（
日
）・
30
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
31
日（
月
） 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

8
月
8
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し

会
 

8
月
26
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

（
毎
週
水
曜
日
開
催
で
す
が
8
月
は

1
回
の
み
）
 

 

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

8月の平日は、全館午前9時30分に開館します。（八代・境川は午前9時）
ただし、土・日は通常どおり開館します。

　ヨーヨーつりやゲームで楽しく遊ぼう！
■日時　8月20日 （木）
　　　　午前10時～午後3時
■場所　市内各図書館

「図書館を使った“調べる”
学習賞コンクール」受賞作品展示
　全国の優れた作品を見て、皆さんも
図書館で学ぶ力を身につけてみませんか。
■期間　8月1日（土）～16日（日）
■場所　石和図書館

　新鮮な手作り野菜を摘み取る楽しさ
を感じてみませんか。
■日時　8月8日（土）午後2時から
■場所　一宮図書館入り口
■入場料　無料

　今話題のベストセラー「キャン・ユー・スピーク甲州弁」の著者五緒川津平太（ごっちょがわつっ
ぺえた）氏とアナウンサー小松明美氏の楽しいトークショーです。
　「はんでみんな、よっちゃばって聞きぃこうしぃ～」

■日時　9月6日（日）午後3時～　■場所　石和図書館　2階視聴覚ホール　■入場料　無料
※当日、本の販売とサイン会があります。

　市立図書館全6館を回って、しりとりを完成させよう。
　すべてクリアーすると何かいいことが起こるかも！？　お楽しみに！

■日時　8月20日 （木）まで　各図書館開館時間内　　　■場所　市内各図書館

　市内の小学生なら誰でも参加できます。夏休みは図書館
へ遊びにきてね！お申し込みは、8月1日から各館カウンター
または電話で受け付けます。定員は各10人で、先着順です。

 一宮図書館　夏休みチャレンジ特別版
■日時　8月�12日（水）感想文を書こう！
　� 13日（木）スペシャルイチゴのデコスイーツ
　� 14日（金）ヘンプ　ミサンガをつくろう！！
　　　　午後2時～3時30分　
■参加費　無料

 八代図書館　読書感想文の書き方
■日時　8月�4日（火）【高学年】・5日（水）【低学年】
　　　　午前9時30分～11時

　　　作ってあそぼう！作ってかざろう！
■日時　8月�6日（木）おしゃれ雑貨
　� 7日（金）トライ＆トライ
　　　　午前9時30分～11時
■参加費　いずれの講座も無料

 春日居ふるさと図書館　工作教室
■日時　8月�5日（水）牛乳パックうちわ
　� 6日（木）紙コップでゴーゴーにゃんこ
　　　　午前10時30分～12時
■参加費　無料
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D・A・T・A ・ FUEFUKI

H21.7.1現在 （　）は前月比 

人口●72,263人　（ -   8） 

男　●34,945人　（ -   6） 

女　●37,318人　（ -   2） 

世帯●26,742世帯（ +36） 

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

　前半は、子どもたちが楽しい練習の成果を元気いっ
ぱい披露します。どうぞお楽しみに！  
　そして後半は、林家彦いち門下4年目の子どもたちが、
古典落語や甲州弁落語に挑みます。 
　もちろん、彦いち師匠の爆笑落語もご堪能あれ！ 
  
 
■日　時　9月6日（日） 
　　　　　開場 午後1時30分　開演 午後2時 
■場　所　スコレーセンター 
■入場料　大人1,000円　中学生以下500円 
■問合せ先　スコレーセンター　☎055（263）7959

　ジャズ誌男性ジャズヴォーカル人気投票で、6年連続第1位
に輝いた小林桂さんと、父親でピアニストの小林洋さんによ
る大人のジャズコンサートです。また、第2部では、地元の
人気ジャズバンド「フィーリング・ジャズ・オーケストラ」
も加わり、ステージを盛り上げます。 
 
■日　時　10月24日（土） 
　　　　　開場 午後5時　開演 午後5時30分 
■場　所　スコレーセンター 
■入場料（全席自由席） 
　　　　　一般2,000円　高校生以下1,000円 
※未就学児入場不可 
■問合せ先　スコレーセンター　☎055（263）7959

幽玄の世界を堪能してみませんか。 

■日　時　10月21日（水） 
　　　　　開場 午後6時　開演 午後7時 
■場　所　スコレーセンター 
■演　目　仕舞　 二番 
　　　　　狂言　「六地蔵」 
　　　　　能 　  「八島」 
■入場料（指定席）　5,000円 
※チケット発売日については、お問い合わせください。 
■問合せ先　・スコレーセンター　☎055（263）7959 
　　　　　　・遠妙寺　　　　  ☎055（262）2846

狂言「六地蔵」 

頑張りますのでぜひ見に来てくださいね 

小林桂さん 

山本東次郎 
梅若玄祥（六郎改め） 
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